
(様式第 10)

順大発本第 3-462 号

令和 3 年 10 月 5 日

厚生労働大臣 殿

学校法人 順天堂

開設者 小川 秀興

順天堂大学医学部附属順天堂医院の業務に関する報告について

標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第 1 項及び医療法施行規則（昭和 23

年厚生省令第 50 号）第 9 条の 2 の 2 の第 1 項の規定に基づき、令和 2 年度の業務に関して報告します。

記

1 開設者の住所及び氏名

住 所 〒113-8421 東京都文京区本郷2丁目1番1号

氏 名 学校法人 順天堂

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。

2 名 称

順天堂大学医学部附属順天堂医院

3 所在の場所

〒113-8431 東京都文京区本郷3丁目1番3号

電話(03) 3813－3111

4 診療科名

4-1 標榜する診療科名の区分

1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、が

ん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以

上の診療科名を標榜

(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。

4-2 標榜している診療科名

(1)内科

内科 有 ・ 無

内科と組み合わせた診療科名等

1呼吸器内科 2消化器内科 3循環器内科 4腎臓内科

5神経内科 6血液内科 7内分泌内科 8代謝内科

9感染症内科 10アレルギー疾患内科またはアレルギー科 11リウマチ科

診療実績

(注) 1 「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付

けること。

2 「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していな

い診療科がある場合、その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載す

ること。



(2)外科

外科 有 ・ 無

外科と組み合わせた診療科名

1呼吸器外科 2消化器外科 3乳腺外科 4心臓外科

5血管外科 6心臓血管外科 7内分泌外科 8小児外科

診療実績

(注) 1 「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付け

ること。

2 「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外

科」「血管外科」「心臓血管外科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科が

ある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載すること（「心臓血管外科」を標榜し

ている場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支えないこ

と）。

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名

1精神科 2小児科 3整形外科 4脳神経外科 5皮膚科 6泌尿器科 7産婦人科

8産科 9婦人科 10眼科 11耳鼻咽喉科 12放射線科 13放射線診断科

14放射線治療科 15麻酔科 16救急科

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。

(4)歯科

歯科 有 ・ 無

歯科と組み合わせた診療科名

1小児歯科 2矯正歯科 3口腔外科

歯科の診療体制

(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番

号に〇印を付けること。

2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名

1形成外科 2 リハビリテーション科 3 腫瘍内科 4 緩和ケア内科 5 病理診断科

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21

(注) 標榜している診療科名について記入すること。

5 病床数

精 神 感染症 結 核 療 養 一 般 合 計

15床 床 床 床 1,036床 1,051床



6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

職 種 常 勤 非常勤 合 計 職 種 員 数 職 種 員 数

医 師 998人 120.6人 1,118.6人 看 護 補 助 者 103人 診療エックス線

技師

0 人

歯 科 医 師 5人 4.6人 9.6人 理 学 療 法 士 62人 臨床

検査

臨床検査技

師

5人

薬 剤 師 112人 1.0人 113.0人 作 業 療 法 士 8人 衛生検査技

師

112人

保 健 師 0人 0人 0人 視 能 訓 練 士 14人 そ の 他 0人

助 産 師 52人 0人 52人 義 肢 装 具 士 0人 あん摩マッサージ指圧師 0人

看 護 師 1,204人 10.4人 1,214.4人 臨床工学士 44人 医療社会事業従

事者

22人

准 看 護 師 1人 0人 1人 栄 養 士 0人 その他の技術員 17人

歯科衛生士 8人 0人 8人 歯 科 技 工 士 1人 事 務 職 員 488人

管理栄養士 16人 0人 16人 診療放射線技師 74人 その他の職員 143人

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。

2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。

3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。

7 専門の医師数

専門医名 人 数 専門医名 人 数

総合内科専門医 114 人 眼 科 専 門 医 24 人

外 科 専 門 医 90 人 耳鼻咽喉科専門医 11 人

精 神 科 専 門 医 10 人 放射線科専門医 24 人

小 児 科 専 門 医 43 人 脳神経外科専門医 20 人

皮 膚 科 専 門 医 10 人 整形外科専門医 33 人

泌尿器科専門医 9 人 麻 酔 科 専 門 医 42 人

産婦人科専門医 18 人 救 急 科 専 門 医 4 人

合 計 452 人

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。

2 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

8 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

管理者名（ 髙橋 和久 ） 任命年月日 平成 31 年 4 月 1 日

医療安全管理委員会/リスクマネジメント全体委員会議事録の確認業務

SE対策委員会・医療安全症例検討会への出席

医療安全管理委員会への出席

GQM（General Quality Manager:担当副院長）として、医療の質（Quality Indicator：QI）、安全向

上を図る改善活動を統括



9 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

歯 科 等 以 外 歯 科 等 合 計

１日当たり平均入院患者数 823人 0人 823人

１日当たり平均外来患者数 3,462人 53人 3,515人

１日当たり平均調剤数 5,033剤

必要医師数 275.9人

必要歯科医師数 3人

必要薬剤師数 63人

必要（准）看護師数 567人

（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。

2 入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦

日で除した数を記入すること。

3 外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除

した数を記入すること。

4 調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した

数を記入すること。

5 必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。

10 施設の構造設備

施 設 名 床面積 主要構造 設 備 概 要

集中治療室 485.80m 2 S/RC 病 床 数 31床 心 電 計 有・無

人工呼吸装置 有・無 心細動除去装置 有・無

その他の救急蘇生装置 有・無 ペースメーカー 有・無

無菌病室等 ［固定式の場合］ 床面積 276.1 m 2 病床数 27床

［移動式の場合］ 台 数 台

医 薬 品

情報管理室

［専用室の場合］ 床 積 32.8 m 2

［共用室の場合］ 共用する室名

化学検査室 310.15m 2 SRC （主な設備）C棟7階

細菌検査室 88.32m 2 SRC （主な設備）C棟7階

病理検査室 400.60m 2 S/RC/SRC （主な設備）1号館5階、B棟5階、4号館7、8階

病理解剖室 66.50m 2 SRC （主な設備）1号館地下3階

研 究 室 9,623.29m 2 RC/S （主な設備）A棟、10号館

講 義 室 6,757.25m 2 S 室数 58室 収容定員 4,237人

図 書 室 801.4m 2 S 室数 2室 蔵 書 数 131,100冊程度

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。

2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。



11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

紹 介 率 82.0％ 逆 紹 介 率 78.1％

算

出

根

拠

Ａ：紹 介 患 者 の 数 27,982人

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数 29,274人

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数 2,749人

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数 37,471人

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。

2 「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

氏名 所属 委員長

（○を付す）

選定理由 利害関係 委員の要件

該当状況

尾﨑 治夫 東京都医師会

会長

〇 現医師会長とし

て厳正な監査が

実施できるため

有・無 医療に係る安全

管理に関する識

見を有する者

浅田 眞弓 公益社団法人

日本精神科病

院協会指定弁

護士

病院管理学修士

修了者であり医

療に詳しい弁護

士であるため

有・無 法律に関する識

見を有する者

村山 徹 早 稲 田 大 学

客員教授

東京都医師会の

診療情報 WG の委

員を経験してい

るため

有・無 医療を受ける者

その他の医療従

事者以外の者

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。

1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）

3. その他

13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

委員名簿の公表の有無 有・無

委員の選定理由の公表の有無 有・無

公表の方法

病院ホームページに掲載



1 承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

18人

6人

19人

0人

50人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

(注） 1 「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先 進 医 療 の 種 類

MRI撮影及び超音波検査融合画像に基づく前立腺針生検法

LDLアフェレシス療法

ウイルスに起因する難治性の眼感染疾患に対する迅速診断(PCR法)

家族性アルツハイマー病の遺伝子診断

神経変性疾患の遺伝子診断

（様式第2）



2 承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人

0人

2人

3人

0人

0人

0人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

(注) 1 「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

Ｓ－１内服投与並びにパクリタキセル静脈内及び腹腔内投与の併用療法 膵臓がん（遠隔転移しておら
ず、かつ、腹膜転移を伴うものに限る。）

糞便微生物叢移植 再発性Clostridioides difficile関連下痢症・腸炎

先 進 医 療 の 種 類

パクリタキセル静脈内投与（一週間に一回投与するものに限る。）及びカルボプラチン腹腔内投与（三週間
に一回投与するものに限る。）の併用療法（上皮性卵巣がん、卵管がん又は原発性腹膜がん）

ペメトレキセド静脈内投与及びシスプラチン静脈内投与の併用療法［肺がん(扁平上皮肺がん及び小細胞
肺がんを除き、病理学的見地から完全に切除されたと判断されるものに限る）]

全身性エリテマトーデスに対する初回副腎皮質ホルモン治療におけるクロピドグレル硫酸塩、ピタバスタチ
ンカルシウム及びトコフェロール酢酸エステル併用投与の大腿骨頭壊死発症抑制療法［全身性エリテマ
トーデス（初回の副腎皮質ホルモン治療を行っている者に係るものに限る）]

FOLFIRINOX療法［胆道がん（切除が不能と判断されたもの又は術後に再発したものに限る）]

ゲムシタビン静脈内投与、ナブ―パクリタキセル静脈内投与及びパクリタキセル腹腔内投与の併用療法
腹膜播種を伴う膵臓がん

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



3 その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

（注） 1 当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾 患 名 患者数 疾 患 名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 10 56 多発性嚢胞腎 309
2 筋萎縮性側索硬化症 42 57 黄色靱帯骨化症 8
3 脊髄性筋萎縮症 6 58 後縦靱帯骨化症 50
4 原発性側索硬化症 5 59 広範脊柱管狭窄症 2
5 進行性核上性麻痺 73 60 特発性大腿骨頭壊死症 56
6 パーキンソン病 1955 61 下垂体性ADH分泌異常症 20
7 大脳皮質基底核変性症 21 62 下垂体性TSH分泌亢進症 2
8 ハンチントン病 1 63 下垂体性PRL分泌亢進症 15
9 シャルコー・マリー・トゥース病 7 64 クッシング病 8
10 重症筋無力症 217 65 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 1
11 多発性硬化症／視神経脊髄炎 303 66 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 25

12
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
45 67 下垂体前葉機能低下症 80

13 封入体筋炎 2 68 アジソン病 1
14 クロウ・深瀬症候群 2 69 サルコイドーシス 137
15 多系統萎縮症 75 70 特発性間質性肺炎 80
16 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 85 71 肺動脈性肺高血圧症 26
17 ライソゾーム病 11 72 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 27
18 副腎白質ジストロフィー 1 73 リンパ脈管筋腫症 197
19 ミトコンドリア病 8 74 網膜色素変性症 142
20 もやもや病 25 75 バッド・キアリ症候群 2
21 亜急性硬化性全脳炎 2 76 特発性門脈圧亢進症 3
22 HTLV-1関連脊髄症 3 77 原発性胆汁性肝硬変 81
23 特発性基底核石灰化症 1 78 原発性硬化性胆管炎 7
24 全身性アミロイドーシス 19 79 自己免疫性肝炎 23
25 神経線維腫症 19 80 クローン病 106
26 天疱瘡 13 81 潰瘍性大腸炎 457
27 表皮水疱症 15 82 好酸球性消化管疾患 6
28 膿疱性乾癬（汎発型） 15 83 慢性特発性偽性腸閉塞症 1
29 高安動脈炎 53 84 クリオピリン関連周期熱症候群 1
30 巨細胞性動脈炎 13 85 全身型若年性特発性関節炎 2
31 結節性多発動脈炎 27 86 非典型溶血性尿毒症症候群 1
32 顕微鏡的多発血管炎 49 87 先天性ミオパチー 2
33 多発血管炎性肉芽腫症 38 88 筋ジストロフィー 21
34 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 39 89 脊髄空洞症 4
35 悪性関節リウマチ 53 90 脊髄髄膜瘤 2
36 バージャー病 10 91 アイザックス症候群 2
37 原発性抗リン脂質抗体症候群 6 92 遺伝性ジストニア 2
38 全身性エリテマトーデス 1081 93 前頭側頭葉変性症 1
39 皮膚筋炎／多発性筋炎 199 94 痙攣重積型（二相性）急性脳症 1
40 全身性強皮症 256 95 アレキサンダー病 1
41 混合性結合組織病 222 96 メビウス症候群 1
42 シェーグレン症候群 154 97 限局性皮質異形成 1
43 成人スチル病 42 98 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 2
44 再発性多発軟骨炎 5 99 ラスムッセン脳炎 1
45 ベーチェット病 155 100 スタージ・ウェーバー症候群 8
46 特発性拡張型心筋症 37 101 結節性硬化症 25
47 肥大型心筋症 22 102 先天性魚鱗癬 1
48 拘束型心筋症 1 103 家族性良性慢性天疱瘡 1
49 再生不良性貧血 16 104 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 12
50 自己免疫性溶血性貧血 3 105 マルファン症候群 5
51 発作性夜間ヘモグロビン尿症 1 106 エーラス・ダンロス症候群 1
52 特発性血小板減少性紫斑病 61 107 ウィルソン病 1
53 血栓性血小板減少性紫斑病 3 108 クルーゾン症候群 1
54 原発性免疫不全症候群 35 109 ウェルナー症候群 2
55 IgＡ 腎症 104 110 ソトス症候群 1

高度の医療の提供の実績

4 指定難病についての診療
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高度の医療の提供の実績

4 指定難病についての診療

（様式第2）

疾 患 名 患者数 疾 患 名 患者数
111 22q11.2欠失症候群 1 161
112 単心室症 1 162
113 三尖弁閉鎖症 1 163
114 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 1 164
115 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 3 165
116 ファロー四徴症 2 166
117 アルポート症候群 2 167
118 急速進行性糸球体腎炎 4 168
119 抗糸球体基底膜腎炎 1 169
120 一次性ネフローゼ症候群 52 170
121 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 4 171
122 紫斑病性腎炎 13 172

123 間質性膀胱炎（ハンナ型） 2 173

124 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 2 174

125 肺胞低換気症候群 3 175

126 α1－アンチトリプシン欠乏症 2 176
127 副甲状腺機能低下症 3 177
128 偽性副甲状腺機能低下症 1 178
129 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 1 179
130 家族性地中海熱 6 180
131 強直性脊椎炎 119 181
132 後天性赤芽球癆 8 182
133 自己免疫性出血病XIII 2 183
134 クロンカイト・カナダ症候群 2 184
135 総排泄腔外反症 1 185
136 総排泄腔遺残 2 186
137 胆道閉鎖症 9 187
138 アラジール症候群 1 188
139 遺伝性膵炎 1 189
140 ＩｇＧ４関連疾患 19 190
141 黄斑ジストロフィー 5 191
142 レーベル遺伝性視神経症 3 192
143 アッシャー症候群 2 193
144 若年発症型両側性感音難聴 1 194
145 好酸球性副鼻腔炎 40 195

146
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも

のに限る。）
1 196

147 特発性多中心性キャッスルマン病 7 197
148 198
149 199
150 200
151 201
152 202
153 203
154 204
155 205
156 206
157 207
158 208
159 209
160 210

（注） 「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。



5 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・初診料（歯科）の注１に掲げる基準 ・病棟薬剤業務実施加算２

・歯科外来診療環境体制加算１ ・データ提出加算

・オンライン診療料 ・入退院支援加算

・特定機能病院入院基本料 ・せん妄ハイリスク患者ケア加算

・救急医療管理加算 ・精神疾患診療体制加算

・超急性期脳卒中加算 ・特定集中治療室管理料３

・診療録管理体制加算２ ・ハイケアユニット入院医療管理料１

・医師事務作業補助体制加算１ ・新生児特定集中治療室管理料１

・急性期看護補助体制加算 ・新生児治療回復室入院医療管理料

・看護職員夜間配置加算 ・小児入院医療管理料１

・療養環境加算 ・

・重症者等療養環境特別加算 ・

・無菌治療室管理加算１ ・

・無菌治療室管理加算２ ・

・緩和ケア診療加算 ・

・精神科身体合併症管理加算 ・

・精神科リエゾンチーム加算 ・

・栄養サポートチーム加算 ・

・医療安全対策加算１ ・

・感染防止対策加算１ ・

・患者サポート体制充実加算 ・

・褥瘡ハイリスク患者ケア加算 ・

・ハイリスク妊娠管理加算 ・

・ハイリスク分娩管理加算 ・

・呼吸ケアチーム加算 ・

・病棟薬剤業務実施加算１ ・

高度の医療の提供の実績
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6 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・歯科疾患管理料の注11に掲げる総合医療管理加算及び
歯科治療時医療管理料

・医療機器安全管理料２

・心臓ペースメーカー指導管理料の注５に掲げる遠隔モニタ
リング加算

・医療機器安全管理料（歯科）

・糖尿病合併症管理料 ・精神科退院時共同指導料１及び２

・がん性疼痛緩和指導管理料 ・在宅血液透析指導管理料

・がん患者指導管理料イ
・在宅酸素療法指導管理料の注２に掲げる遠隔モニタリング

加算

・がん患者指導管理料ロ
・在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の注２に掲げる遠隔モ

ニタリング加算

・がん患者指導管理料ハ ・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

・がん患者指導管理料ニ
・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する

持続血糖測定器を用いる場合）及び皮下連続式グルコース測
定

・外来緩和ケア管理料
・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しな

い持続血糖測定器を用いる場合）

・移植後患者指導管理料（臓器移植後） ・遺伝学的検査

・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後） ・ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査

・糖尿病透析予防指導管理料 ・がんゲノムプロファイリング検査

・乳腺炎重症化予防ケア・指導料 ・角膜ジストロフィー遺伝子検査

・婦人科特定疾患治療管理料 ・先天性代謝異常症検査

・腎代替療法指導管理料
・抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）及び抗ＨＬＡ抗体（抗体

特異性同定検査）

・院内トリアージ実施料
・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判

定）

・夜間休日救急搬送医学管理料の注３に掲げる救急搬送看
護体制加算

・検体検査管理加算（Ⅰ）

・外来放射線照射診療料 ・検体検査管理加算（Ⅳ）

・ニコチン依存症管理料 ・国際標準検査管理加算

・がん治療連携計画策定料 ・遺伝カウンセリング加算

・肝炎インターフェロン治療計画料 ・遺伝性腫瘍カウンセリング加算

・ハイリスク妊産婦連携指導料１ ・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算

・ハイリスク妊産婦連携指導料２ ・胎児心エコー法

・薬剤管理指導料 ・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト

・検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料 ・ヘッドアップティルト試験

・医療機器安全管理料１ ・人工膵臓検査、人工膵臓療法

高度の医療の提供の実績
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6 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・長期継続頭蓋内脳波検査 ・運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

・脳波検査判断料１ ・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

・終夜睡眠ポリグラフィー（安全精度管理下で行うもの） ・がん患者リハビリテーション料

・神経学的検査 ・リンパ浮腫複合的治療料

・補聴器適合検査 ・歯科口腔リハビリテーション料２

・全視野精密網膜電図
・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失

調症治療指導管理料に限る。）

・ロービジョン検査判断料 ・医療保護入院等診療料

・コンタクトレンズ検査料１ ・レーザー機器加算

・小児食物アレルギー負荷検査 ・静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの）

・内服・点滴誘発試験 ・硬膜外自家血注入

・経気管支凍結生検法 ・人工腎臓

・画像診断管理加算１ ・導入期加算２及び腎代替療法実績加算

・画像診断管理加算３ ・透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算

・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影 ・下肢末梢動脈疾患指導管理加算

・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 ・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠

・冠動脈ＣＴ撮影加算 ・センチネルリンパ節加算

・血流予備量比コンピューター断層撮影
・四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に

掲げる処理骨再建加算

・心臓ＭＲＩ撮影加算
・組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限

る。）

・乳房ＭＲＩ撮影加算
・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（同種骨移植（非生体）

（同種骨移植（特殊なものに限る。）））

・小児鎮静下ＭＲＩ撮影加算
・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に

限る。）

・頭部ＭＲＩ撮影加算 ・後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの）

・抗悪性腫瘍剤処方管理加算 ・椎間板内酵素注入療法

・外来化学療法加算１ ・腫瘍脊椎骨全摘術

・無菌製剤処理料 ・脳腫瘍覚醒下マッピング加算

・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ） ・頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る。）

・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ） ・脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術

高度の医療の提供の実績
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6 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術
・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下

胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるも
の）、等

・仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術
（便失禁）

・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

・治療的角膜切除術（エキシマレーザーによるもの（角膜ジス
トロフィー又は帯状角膜変性に係るものに限る。））

・胸腔鏡下弁形成術

・角膜移植術（内皮移植加算） ・経カテーテル大動脈弁置換術

・羊膜移植術 ・胸腔鏡下弁置換術

・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
あるもの））

・経皮的僧帽弁クリップ術

・緑内障手術（水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術） ・経皮的中隔心筋焼灼術

・網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いる
もの）

・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

・網膜再建術
・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレ

スペースメーカー）

・人工中耳植込術
・両心室ペースメーカー移植術（心筋電極の場合）及び両心

室ペースメーカー交換術（心筋電極の場合）

・人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型
骨導補聴器交換術

・両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び両
心室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）
・植込型除細動器移植術（心筋リードを用いるもの）及び植

込型除細動器交換術（心筋リードを用いるもの）

・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含
む。）

・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮
下植込型リードを用いるもの）、植込型除細動器交換術（その
他のもの）及び経静脈電極抜去術

・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術
・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（心筋電

極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交
換術（心筋電極の場合）

・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）、下顎骨形成
術（骨移動を伴う場合に限る。）

・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈
電極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器
交換術（経静脈電極の場合）

・乳腺腫瘍画像ガイド下吸引術（一連につき）（ＭＲＩによるも
の）

・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

・乳がんセンチネルリンパ節加算１及びセンチネルリンパ節
生検（併用）

・補助人工心臓

・乳がんセンチネルリンパ節加算２及びセンチネルリンパ節
生検（単独）

・骨格筋由来細胞シート心表面移植術

・乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴
わないもの）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うも
の））

・経皮的下肢動脈形成術

・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後） ・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（後腹膜）

・胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）

・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

・腹腔鏡下胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

・胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

・腹腔鏡下噴門側胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除で内視鏡支援機器を
用いる場合）

・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するも
の）

・肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合
併切除を伴うもの）に限る。）

・腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除によるもの）

・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超えるも
ので内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・腹腔鏡下胃全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

高度の医療の提供の実績
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6 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術
・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡

手術用支援機器を用いる場合）

・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以
上）を伴うものに限る。）

・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

・体外衝撃波胆石破砕術 ・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。）

・腹腔鏡下胆道閉鎖症手術 ・胎児胸腔・羊水腔シャント術

・腹腔鏡下肝切除術 ・医科点数表第２章第10部手術の通則の16に掲げる手術

・生体部分肝移植術
・医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術

（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切除術に限
る。）

・同種死体肝移植術
・医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術

（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘
出術）

・体外衝撃波膵石破砕術 ・輸血管理料Ⅱ

・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術 ・自己生体組織接着剤作成術

・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術 ・同種クリオプレシピテート作製術

・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術 ・胃瘻造設時嚥下機能評価加算

・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

・歯周組織再生誘導手術

・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 ・麻酔管理料（Ⅰ）

・腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

・麻酔管理料（Ⅱ）

・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

・放射線治療専任加算

・体外衝撃波腎・尿管結石破砕術 ・外来放射線治療加算

・腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの） ・高エネルギー放射線治療

・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）

・１回線量増加加算

・同種死体腎移植術 ・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

・生体腎移植術 ・画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）

・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

・体外照射呼吸性移動対策加算

・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術 ・定位放射線治療

・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

・腹腔鏡下仙骨膣固定術 ・画像誘導密封小線源治療加算

・腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

・保険医療機関間の連携による病理診断

高度の医療の提供の実績
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6 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・病理診断管理加算２ ・

・デジタル病理画像による病理診断 ・

・悪性腫瘍病理組織標本加算 ・

・クラウン・ブリッジ維持管理料 ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

高度の医療の提供の実績
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7 診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8 病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

・

・

・

・

・

・

・

・

・

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 等 の 種 類 施 設 基 準 等 の 種 類

・多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術 ・

・神経変性疾患の遺伝子診断

・

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

(注) 1 特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2 「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

・

・

・

(注） 「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

剖 検 の 状 況

・

・

剖検症例数 48例 ／ 剖検率 10.8%

週3～4回
月13～15回

（様式第2）



1 研究費補助等の実績

研 究 者 氏 名 所 属 部 門 金 額

田中 雅嗣 神経学講座 2,900,000 補

加藤 忠史 精神・行動科学 6,100,000 補

服部 信孝 院・神経学 9,900,000 補

南野 徹 院・循環器内科学 12,500,000 補

斉木 臣二 院・神経学 2,800,000 補

青木 茂樹 院・放射線診断学 2,600,000 補

新井 一 脳神経外科学講座 4,500,000 補

神谷 和作 院・耳鼻咽喉科学 3,600,000 補

河盛 隆造 院・代謝内分泌内科学 3,200,000 補

斉木 臣二 院・神経学 5,100,000 補

岡崎 康司 院・難治性疾患診断・治療学 3,600,000 補

田中 裕 浦安・院・救急・災害医学 2,800,000 補

末原 義之 整形外科学講座 3,200,000 補

田中 里佳 形成外科学講座 4,500,000 補

斎田 良知 整形外科学講座 4,000,000 補

宮塚 健 代謝内分泌学講座 2,800,000 補

田島 健 呼吸器内科学講座 4,900,000 補

小松 則夫 院・血液内科学 5,400,000 補

綿田 裕孝 院・代謝内分泌内科学 4,900,000 補

平野 洋平 浦安・救急・災害医学研究室 4,500,000 補

宮内 克己 高齢者・院・循環器内科学 200,000 補

山本 平 心臓血管外科学講座 700,000 補

山城 一雄 浦安・神経学講座 1,000,000 補

茂櫛 薫 院・難治性疾患診断・治療学 500,000 補

川戸 佳 泌尿器科学講座 補

安藤 純 輸血学研究室 1,000,000 補

十合 晋作 呼吸器内科学講座 900,000 補

藤澤 聡郎 消化器内科学講座 900,000 補

下 泰司 練馬・神経学講座 700,000 補

田部 陽子 院・臨床病態検査医学 800,000 補

平山 哲 臨床検査医学講座 800,000 補

塩田 智美 呼吸器内科学講座 200,000 補

大山 彦光 神経学講座 1,100,000 補

常深 泰司 神経学講座 900,000 補

伊藤 賢伸 精神医学講座 500,000 補

桑鶴 良平 院・放射線診断学 1,200,000 補

鈴木 通真 浦安・放射線診断学講座 700,000 補

尾崎 裕 練馬・院・放射線診断学 1,400,000 補

神谷 昂平 放射線診断学講座 800,000 補

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名
補助元又は委託

元

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

世界の瞬発系・持久系選手の全ゲノム塩基配列解析による運動能力関連遺伝子の解明

双極性障害の原因における視床室傍核の役割についての研究

パーキンソン病遺伝子群の作用機序とレヴィ小体形成とその伝播機構の解明

老化細胞を標的とした加齢関連疾患の治療開発

骨格筋-脳連関に基づく新たなパーキンソン病病態進展因子の特定

次世代拡散MRIによる脳微細構造の観察と定量化：従来法の概念の一新

神経毒性蛋白の髄液代謝経路障害が示す認知障害と排泄促進による脳沈着の相違

遺伝子改変難聴モデルマウスとiPS細胞を用いた聴毛形成と周波数弁別機構の解明

介護の包括的予防を目指した骨格筋の「量」と「質」に関する研究

多階層解析を利用したポリアミン代謝異常に基づくパーキンソン病病態進行機序の解明

遺伝子発現異常を生じるミトコンドリア病原因変異の包括的解析

侵襲時の補体活性化からみた多臓器不全の病態解明に関する研究

がんクリニカルシークエンス解析に基づいた「骨軟部腫瘍分子標的」の作用機序解明

新規血管再生マクロファージのメカニズム解析を通じた新規血管再生治療の開発

スポーツ外傷・障害に対する多血小板血漿療法の治療効果規定因子の解析

擬絶食療法によるβ細胞新生の効率化とその分子メカニズムの解明

ユビキチン化を標的とした細胞死と細胞老化誘導による小細胞肺がん新規治療法の探索

本態性血小板血症に特異的な転写ネットワークによる細胞腫瘍化メカニズムの解明

オートファジー不全による膵β細胞不全の分子メカニズムの解明

ヒト高齢好中球サブタイプ機能評価による新規敗血症治療探索研究

冠動脈疾患患者におけるFrailtyと心血管事故の関連

左心耳周囲脂肪の炎症が左房由来心房細動に与える影響

急性期脳梗塞における腸管T細胞の影響とプロバイオティクス治療応用の検討

臨床検体の遺伝子発現情報を用いた仮想ダイセクション手法の開発とデータベース構築

海馬が合成する脳ステロイドによる記憶神経シナプスの早いモジュレーション機構

難治性子宮頸がんに対するiPS技術を用いた免疫細胞療法の開発

次世代型テロメスキャンを用いた間葉系循環腫瘍細胞の新規バイオマーカーの探索

IL-13Rα2陽性進行膵臓癌に対するポリフェノール群の治療効果

神経細胞活動及びドパミン放出動態解析によるパーキンソン病運動合併症の病態解明

骨髄微小環境下の白血病細胞の生存戦略「代謝制御」解明による新しい高齢者がん対策

血中遊離グリセロール濃度は、内臓脂肪蓄積とインスリン抵抗性を鋭敏に反映するか

長期人工呼吸管理下の神経難病者の診療移行と全ライフステージの呼吸評価・介入の構
築

光操作とiPS細胞を用いたパーキンソン病に対する自律調節性神経細胞移植療法の開発

αシヌクレインを削減するエキソソームの生成過程の解明と新規PD治療法開発

血液脳関門変化に基づく電気痙攣療法の研究

腎血管筋脂肪腫の合併病変による自然史の違いに関する検討

サイレント MRAによる金属アーチファクトを減じた撮影法の確立と臨床評価

グリオーマのSynthetic MRIデータを用いたAIとテクスチャ解析

拡散MRIの白質モデル解析：臨床的撮像時間での実用性と正確性の両立へ

（様式第3）



和田 昭彦 放射線診断学講座 300,000 補

篠原 示和 練馬・小児科学講座 700,000 補

坂本 直人 浦安・消化器内科学講座 600,000 補

山科 俊平 消化器内科学講座 600,000 補

岩田 洋 循環器内科学講座 500,000 補

高橋 健 小児科学講座 1,000,000 補

高橋 和久 院・呼吸器内科学 900,000 補

萩原 晋二 高齢者・腎臓内科学講座 700,000 補

上田 誠二 院・腎臓内科学 700,000 補

鈴木 仁 浦安・腎臓内科学講座 1,300,000 補

楊 インジェ 血液学講座 1,300,000 補

田村 直人 院・膠原病・ﾘｳﾏﾁ内科学 900,000 補

森本 真司 浦安・膠原病内科学講座 400,000 補

池田 富貴 静岡・代謝内分泌学講座 800,000 補

長田 太郎 浦安・院・消化器内科学 500,000 補

柳沼 行宏 消化器外科学講座(下部消化管) 700,000 補

林田 眞和 院・麻酔科学 200,000 補

川越 いづみ 麻酔科学・ペインクリニック講座 1,100,000 補

山口 敬介 高齢者・院・疼痛制御学 1,000,000 補

藍 智彦 臨床検査医学講座 1,600,000 補

丹下 祐一 脳神経外科学講座 300,000 補

坂本 優子 練馬・整形外科学講座 1,200,000 補

奥田 貴俊 整形外科学講座 800,000 補

丸山 祐一郎 浦安・院・整形外科・運動器医学 1,000,000 補

石島 旨章 院・整形外科・運動器医学 1,100,000 補

金子 晴香 整形外科学講座 700,000 補

堀江 重郎 院・泌尿器外科学 1,000,000 補

辻村 晃 浦安・院・泌尿器外科学 800,000 補

板倉 敦夫 院・産婦人科学 800,000 補

黒田 恵司 産婦人科学講座 1,600,000 補

寺尾 泰久 院・産婦人科学 1,100,000 補

肥後 隆三郎 浦安・院・耳鼻咽喉科学 1,200,000 補

楠 威志 静岡・院・耳鼻咽喉科学 1,000,000 補

飯塚 崇 耳鼻咽喉科学講座 100,000 補

春山 琢男 耳鼻咽喉科学講座 900,000 補

村上 晶 院・眼科学 400,000 補

市原 理司 浦安・整形外科学講座 200,000 補

林 礼人 浦安・院・形成・再建外科学 500,000 補

萩原 裕子 難治性疾患診断・治療学 1,500,000 補

井上 健司 練馬・循環器内科学講座 700,000 補

大日方 薫 浦安・院・小児思春・病態学 700,000 補

桜庭 景植 整形外科学講座 600,000 補

佐瀬 一洋 院・臨床薬理学 700,000 補
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脳ネットワーク解析を用いた慢性疼痛における下行性疼痛抑制系の検討

母児毛根・毛髪 miRNA を用いたアトピー性皮膚炎のバイオマーカーの探索

大腸癌細胞による癌促進性ニッチ構築機構の解明

オートファジー関連蛋白を介した細胞競合の機序解明と新規癌治療への応用

酸化HDLによる冠動脈疾患の予後への影響を検討する

1型糖尿病における心機能低下の早期発見の試み

胸腺癌における新規治療標的遺伝子異常の探索

糖尿病性腎症におけるmicroRNAによるRAGEシグナルをターゲットとする治療

末梢動脈疾患合併CKD患者の新規治療標的としての終末糖化蛋白AGEs

IgA腎症における糖鎖異常IgA産生形質細胞の分化とホーミングメカニズムの解明

CALR遺伝子変異により発症する骨髄増殖性腫瘍に対する新規治療戦略の開発

体軸性脊椎関節炎の骨新生ならびに骨粗鬆症に関する研究

抗CTGF抗体による新規強皮症治療の可能性の検討

膵β細胞特異的Atg7・p62二重欠損マウスの作製とその機能解析

アンジオクライン分子による炎症性腸疾患病態制御機構の解明

CAGE発現解析を用いた大腸がん肺転移予測マーカーの特定

ゲノムワイド関連解析(GWAS)を用いた遷延性術後疼痛の遺伝学的病態解明研究

肺がん患者における術中麻酔薬による免疫抑制メカニズムの機序解明と予後への影響

認知症のリスクファクターとしての慢性疼痛におけるサブスタンスＰの役割

てんかん原因遺伝子の網羅的解析および心電図の診断有用性の検討

拡散MRIと機能MRIによる機械学習を用いた運動機能ネットワーク可塑性の解明

幼児のO脚に影響する胎児期から出生後の栄養学的因子および遺伝的因子の解明

骨欠損治療に画期的成果をもたらすMasquelet法の理論的裏付けと最適な人工骨

肩腱板断裂における酸化ストレスの寄与の解明

早期変形性膝関節症の病態解析：半月板逸脱・骨棘・ヒアルロン分解の病態とその関連

変形性膝関節症の滑膜炎の機序解明と制御

常染色体優性多発性嚢胞腎の全ゲノムシークエンスの研究

日本人男性における更年期症状とIGF-1およびDHEA-Sに関する横断的研究

分娩時オキシトシン投与モデルマウスの脳細胞障害と発達障害

ヒト子宮内膜脱落膜化過程における細胞老化調節機構を介した胚受容機序の解析

子宮体癌におけるリンパ節転移診断に資するマーカーの確立とリンパ節転移機能解析

頭頸部扁平上皮癌におけるFGFR遺伝子異常の解明と検出

外耳・中耳の耳内環境ｐH変化と中耳真珠腫発生および進行リスク

成熟内耳を標的としたGJB2変異型難聴への遺伝子治療法の開発

骨破壊に係る遺伝子ネットワーク解析による中耳真珠腫の分子病態解明

優性遺伝性網膜ジストロフィiPS細胞を用いた遺伝子編集治療モデルの検討

長い神経欠損に対するハイブリット型人工神経を用いた生体内再生治療

人工神経に対するシュワン細胞供給法としての端側神経縫合の有用性について

血管内皮前駆細胞による重症下肢虚血治療で副次的に生じる疼痛軽減効果の作用機序
解明

高感度トロポニンＴを用いた0-1hrアルゴリズムの導入医療費の削減効果の検討

二酸化塩素を用いた院内肺炎の予防効果と安全性の検討

疲労骨折の予防を目的としたトレーニングの開発－下肢筋力に着目して－

国際レジストリ連携(iCRN)の臨床的意義と医療機関における課題に関する研究



林 大久生 人体病理病態学講座 1,200,000 補

松本 有加 小児外科学講座 1,000,000 補

加藤 俊介 院・臨床腫瘍学 1,500,000 補

楠木 総司 産婦人科学講座 1,900,000 補

安藤 美樹 血液学講座 1,000,000 補

佐藤 栄人 神経学講座 1,200,000 補

三井田 孝 院・臨床病態検査医学 500,000 補

水嶋 章郎 院・緩和医療学 1,200,000 補

桐野 衛二 静岡・院・精神・行動科学 700,000 補

笹井 啓資 院・放射線治療学 1,000,000 補

堀 正明 放射線診断学講座 900,000 補

小西 博応 循環器内科学講座 1,100,000 補

藤本 進一郎 循環器内科学講座 1,400,000 補

松下 訓 心臓血管外科学講座 1,000,000 補

瀬山 邦明 呼吸器内科学講座 900,000 補

武藤 正浩 練馬・腎臓内科学講座 1,300,000 補

荒木 真理人 輸血学研究室 1,000,000 補

天野 浩文 院・膠原病・ﾘｳﾏﾁ内科学 1,000,000 補

古賀 寛之 小児外科学講座 1,300,000 補

藤原 なほ 小児外科学講座 1,100,000 補

今村 宏 院・肝・胆・膵外科学 1,000,000 補

折田 創 消化器・低侵襲外科学研究室 1,100,000 補

射場 敏明 院・救急・災害医学 1,100,000 補

池田 圭吾 浦安・膠原病内科学講座 1,100,000 補

永田 政義 泌尿器科学講座 900,000 補

本間 博友 静岡・耳鼻咽喉科学講座 1,100,000 補

福永 一朗 耳鼻咽喉科学講座 1,200,000 補

古川 正幸 浦安・耳鼻咽喉科学講座 900,000 補

松田 彰 院・眼科学 1,100,000 補

横山 美帆 循環器内科学講座 700,000 補

川崎 隆之 整形外科学講座 100,000 補

三田 智也 院・代謝内分泌内科学 1,100,000 補

浅岡 大介 高齢者・消化器内科学講座 700,000 補

宮崎 哲朗 浦安・循環器内科学講座 1,100,000 補

斉藤 光江 院・乳腺腫瘍学 1,900,000 補

杉浦 歩 難治性疾患診断・治療学 1,300,000 補

齋藤 剛 人体病理病態学講座 1,300,000 補

窪田 大介 整形外科学講座 1,100,000 補

新井 正美 院・臨床遺伝学 1,100,000 補

大久保 光夫 浦安・輸血学研究室 1,200,000 補

西岡 健弥 神経学講座 1,500,000 補

上野 祐司 神経学講座 1,100,000 補

八田 耕太郎 練馬・院・精神・行動科学 1,600,000 補
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微小組織多領域シークエンスによる免疫療法治療抵抗性分子機構の解明

in vivoイメージングを組合せた腸上皮治癒過程での細胞脱分化機構解明

BRAF変異シグナル依存性に影響を及ぼすlncRNAの同定

婦人科癌の重複癌症例に対する マルチ遺伝子パネル検査によるがん関連遺伝子の解析

小細胞肺がんに対するiPSC由来キメラ抗原受容体T細胞療法の有効性と安全性の検討

ミトコンドリア品質管理の破綻によるドーパミン神経の脆弱性と特異性の解明

GC/MS法を用いたオキシステロールの多項目同時測定系の確立とその臨床的意義

Tシャツ型センサーを用いた園芸作業におけるストレス軽減効果の可視化研究

fMRI 脳波 拡散MRI同時計測による統合失調症connectivityの検討

放射線効果修飾薬のマウスモデルによる スクリーニングシステム構築

脳脊髄疾患による四肢の運動感覚機能障害の回復過程における脊髄の微細構造変化の
解明

2群肺高血症における肺血管リモデリングの病態解明

新しい脆弱プラーク評価法の確立に向けた血管内放射線検出カテーテルの開発

心臓由来幹細胞の分化能を活性化する因子の同定と臨床応用への道のり

リンパ脈管筋腫症の病巣形成や病態における細胞外小胞の役割

IgA腎症における腎炎惹起性IgA1の糖鎖構造と粘膜免疫異常の解明

変異型CALRのホモ多量体化を標的とした治療概念の確立

TLR7制御によるSLEの病態解明と新規抗体治療薬の開発

小児小腸組織から樹立する上皮オルガノイドの組織構築能解析

神経幹細胞移植によるヒルシュスプルング病に対する機能再生医療の開発

胆管癌悪性化における癌内線維芽細胞の役割の解明と新規治療への応用

極長鎖脂肪酸をターゲットとした新規抗癌治療戦略

遊離ヘムをターゲットとする横紋筋融解症における急性腎障害の病態解明と治療の立案

リウマチ性多発筋痛症における発症分子経路の解明及び診断マーカーの開発

転移性腎がん免疫治療への血中循環腫瘍細胞とレパトア解析によるバイオマーカー探索

鼻ポリープ由来細胞を用いた副鼻腔炎のin vitro評価系の確立

ヒトiPS細胞から内耳支持細胞への分化誘導法の開発と遺伝性難聴への応用

好酸球中耳炎における好酸球性ムチンの分泌応答とその制御

慢性重症アレルギー性角結膜炎の病態と遺伝素因

心血管疾患患者における心筋骨格筋フレイル評価と新たな心臓リハビリテーションの開発

ラグビー競技における頭頚部外傷予防の取り組み

糖尿病による動脈硬化における平滑筋細胞オートファジー機能の解析

ビフィズス菌摂取による認知機能改善効果の検討

高齢心疾患に対するω６系脂肪酸及び脂肪酸代謝関連物質による食事プログラムの確立

我が国の男性乳癌の疾患レジストリー構築を目指したデータベース作成研究

ペルオキシソーム動態の視床下部機能維持における役割と作用機構の解明

軟部肉腫におけるキナーゼ阻害剤に対する治療抵抗性の分子機構の解明

プロテオーム解析を用いた非小細胞肺癌のオシメルチニブ耐性機序の解明と治療法の開
発

リードスルー療法による家族性大腸腺腫症における腫瘍抑制効果に関する基礎的研究

可溶型CD163分子による遊離ヘモグロビン細胞毒性回避機構解明と分子創薬への応用

家族性パーキンソン病の新規遺伝子の単離と機能解析

エクソソームによる脳梗塞後グリア瘢痕制御と軸索再生の治療効果の検証

メラトニン・オレキシン神経伝達を視点にした時間薬理学的なせん妄予防と発症予測研究



天野 真紀 放射線診断学講座 1,400,000 補

ケレベール オレリアン 院・老化・疾患生体制御学 1,300,000 補

斉藤 アンネ優子 浦安・放射線治療学講座 700,000 補

清水 俊明 院・小児思春・病態学 1,100,000 補

瀬尾 尚吾 小児外科学講座 1,100,000 補

久田 研 小児科学講座 1,300,000 補

渡辺 純夫 院・消化器内科学 1,500,000 補

今 一義 消化器内科学講座 1,100,000 補

上山 浩也 消化器内科学講座 1,300,000 補

磯田 菊生 院・循環器内科学 2,100,000 補

岡崎 敦子（今井敦子） 院・難治性疾患診断・治療学 2,000,000 補

光石 陽一郎 呼吸器内科学講座 1,200,000 補

原田 紀宏 呼吸器内科学講座 1,300,000 補

佐藤 匡 呼吸器内科学講座 1,100,000 補

大倉 真喜子 呼吸器内科学講座 1,300,000 補

清水 芳男 静岡・腎臓内科学講座 1,100,000 補

合田 朋仁 腎臓内科学講座 1,300,000 補

木原 正夫 腎臓内科学講座 1,000,000 補

荻原 健 代謝内分泌学講座 900,000 補

西田 友哉 代謝内分泌学講座 1,200,000 補

渋谷 智義 院・消化器内科学 1,100,000 補

小島 豊 消化器外科学講座(下部消化管) 1,000,000 補

末吉 孝一郎 浦安・救急・災害医学研究室 2,000,000 補

三高 千恵子 院・麻酔科学 1,100,000 補

宮嶋 雅一 高齢者・院・脳神経外科学 1,000,000 補

中島 円 院・脳神経外科学 1,000,000 補

伊藤 伸 耳鼻咽喉科学講座 1,400,000 補

猪俣 武範 眼科学講座 1,400,000 補

関井 肇 救急・災害医学研究室 2,300,000 補

鈴木 恭子 練馬・小児科学講座 900,000 補

横川 博英 総合診療科学講座 1,000,000 補

比企 誠 循環器内科学講座 1,300,000 補

金澤 昭雄 代謝内分泌学講座 1,000,000 補

佐藤 博亮 代謝内分泌学講座 1,100,000 補

丸山 紀史 院・画像診断・治療学 1,000,000 補

平形 寿彬 眼科学講座 1,100,000 補

加賀 麻弥 皮膚科学講座 1,100,000 補

宿谷 威仁 呼吸器内科学講座 1,100,000 補

村山 豪 膠原病内科学講座 1,100,000 補

上野 真一 神経学講座 1,100,000 補

池之内 穣 放射線診断学講座 1,100,000 補

栗原 大聖 整形外科学講座 1,100,000 補

藤本 啓一 眼科学講座 1,100,000 補
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乳腺MR fingerprintingを用いた非浸潤性乳管癌の定量評価法の構築

拡散テンソルMRIと共焦点顕微鏡画像3次元構築による神経回路形成異常のマッピング

IMRTを利用した頭髪温存全脳照射

Dysbiosisの改善による生活習慣病の発症予防効果の検証

新生児壊死性腸炎に対するテトラヒドロビオプテリンの有効性

帝王切開で出生する新生児における出生直後のプロバイオティクス口腔内投与の有効性

オートファジーによる核蛋白を介したエピジェネティックなアミノ酸代謝調整機構の解明

脂肪性肝疾患の病態進展における脂肪酸代謝不均衡を介した肝毒性亢進機序の解明

胃底腺型胃癌の発癌機構の解明

時計遺伝子E4BP4が動脈硬化性疾患に及ぼす影響の解明

非侵襲的検体を用いたミトコンドリア心筋症の新規診断法の確立

小細胞肺癌における酸化ストレス応答系の破綻機序の解明

気管支喘息に対する生物学的製剤がもたらす免疫調節作用の解明

慢性タバコ煙曝露システムを用いた加熱式タバコエアロゾルによる肺傷害の解析

リンパ脈管筋腫症の分子標的治療に向けたエストロゲンのリンパ管新生制御の解明

血液透析患者のリフィリングは何が規定しているか？リンパ管の吸収・輸送機能の役割

慢性腎臓病の進展・予後予測におけるTNF受容体の血中動態の解明

IgA腎症の粘膜応答異常に関与する樹状細胞、B細胞およびT細胞サブセットの解明

新規レポーターマウスを用いたα-cell heterogeneityの解析

糖代謝関連臓器における生体内オートファジーフラックスの病態生理学的意義の検討

大腸癌関連線維芽細胞の癌悪性化および治療抵抗性促進機構の解明と新規治療への応
用

大腸癌原発巣由来転移抑制シグナル機構の解明

ATP蛍光イメージングによる敗血症の病態解明に関する研究

重症患者の急性腎障害予測因子としての腎酸素飽和度の有用性の研究

髄液及び脳からの老廃物の排泄の改善による認知症発症の予防

神経毒性蛋白排出障害による神経変性機序の解明と新規排出促進の理論基盤の確立

眼窩振動計測を用いた内視鏡下副鼻腔手術（ESS)副損傷危険警告システムの開発

マルチオミクス機械学習による制御性T細胞の可塑性と不均一性の解明

救急患者の適正搬送に関する地域包括的研究デバイスの開発

低濃度二酸化塩素による流行性疾患の感染制御に対する有効性の検討

ベトナム人糖尿病患者の血糖コントロールとヘルスリテラシーの関連に関する研究

虚血性心疾患における心筋脂肪酸代謝異常に対する栄養プログラムの確立

肥満外科治療による抗糖尿病効果のメカニズムの解明

新規なインスリン抵抗性増悪因子XORの生理的・病態生理的役割の解明

骨格筋環境に対する音響学的識別指標の創生：健康寿命延伸へ向けた技術開発

ロイコトリエンB4受容体を標的としたアレルギー性結膜炎新規治療薬の検証

グローバー病を含むダリエー病類縁疾患群―転写、免疫解析が照らす病態とその治療

エクソソームRNA/タンパク質での抗PD-1/PD-L1抗体のバイオマーカー開発

SLEにおけるSTING経路を介したIFNα過剰産生機構の解明

血液由来α－シヌクレインシードのPD病態との関連

UTE 4D MRAによる金属アーチファクト低減と複数時相撮影の有用性の評価

骨肉腫における小胞体ストレス応答の解明に基づいた新規治療法開発

体外培養した骨髄由来免疫抑制細胞による高リスク角膜移植後の新規免疫寛容療法の開
発



猪俣 明恵 病院管理研究室 1,100,000 補

斉木 臣二 院・神経学 5,500,000 補

田部 陽子 院・臨床病態検査医学 2,800,000 補

白川 公亮 循環器内科学講座 1,100,000 補

大久保 武人 浦安・整形外科学講座 1,000,000 補

安倍 能之 膠原病内科学講座 400,000 補

越野 沙織 放射線診断学講座 500,000 補

富澤 信夫 放射線診断学講座 300,000 補

前川 朋子 放射線診断学講座 600,000 補

村上 敬 消化器内科学講座 800,000 補

鈴木 真由 消化器内科学講座 1,000,000 補

末永 祐哉 循環器内科学講座 500,000 補

加藤 隆生 循環器内科学講座 700,000 補

西山 大樹 循環器内科学講座 900,000 補

佐々木 有 練馬・腎臓内科学講座 500,000 補

増渕 菜弥 血液学講座 1,000,000 補

白根 脩一 血液学講座 1,000,000 補

高橋 俊明 小児外科学講座 900,000 補

服部 有俊 呼吸器外科学講座 900,000 補

大倉 英浩 浦安・脳神経外科学講座 700,000 補

金 栄智 整形外科学講座 1,100,000 補

尾崎 理恵 産婦人科学講座 1,300,000 補

安齋 崇 耳鼻咽喉科学講座 700,000 補

岡田 弘子 耳鼻咽喉科学講座 300,000 補

城所 淑信 静岡・耳鼻咽喉科学講座 300,000 補

松岡 理奈 耳鼻咽喉科学講座 900,000 補

山口 昌大 眼科学講座 500,000 補

杉原 匡美 臨床検査医学講座 500,000 補

谷 真美 リハビリテーション医学研究室 300,000 補

加賀 英義 代謝内分泌学講座 800,000 補

船山 崇 代謝内分泌学講座 900,000 補

糸魚川 善昭 浦安・整形外科学講座 100,000 補

幾瀬 圭 小児科学講座 1,100,000 補

赤池 慶祐 整形外科学講座 800,000 補

大久保 捷奇 練馬・消化器内科学講座 800,000 補

中井 克也 乳腺腫瘍学講座 1,400,000 補

吉田 惠美子 産婦人科学講座 1,600,000 補

清水 勇三郎 脳神経外科学講座 1,100,000 補

奥住 文美 神経学講座 800,000 補

小松 孝行 練馬・救急・災害医学研究室 800,000 補

王子 悠 神経学講座 700,000 補

平 健一郎 神経学講座 900,000 補

大垣 光太郎 浦安・神経学講座 300,000 補
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モバイルヘルスの活用：ドライアイの多様な自覚症状と発症因子の見える化・層別化

パーキンソン病治療標的としての特異的ミトコンドリア病態の解明

高齢者白血病幹細胞の排除を目的とした治療標的遺伝子同定のための国際共同研究

内臓脂肪CD4 T細胞の免疫老化を標的とした糖尿病・心血管疾患の新規治療法の開発

GISTにおける脱リン酸化酵素活性およびKIT転写活性に着目した新規治療法の探索

抗MDA5抗体の機能解析と同抗体陽性間質性肺炎患者の病因病態解析

短い拡散時間を用いた拡散MRIによる鑑別診断のための基礎的検討と臨床応用

64列CTによる心臓CTの開発と糖尿病患者での予後予測因子の確立

ミエリンイメージングによる神経脱髄疾患の可視化と診断への臨床応用

大腸Serrated neoplasia pathwayにおける網羅的遺伝子解析

食道癌悪性化における癌内線維芽細胞の役割の解明

心不全患者における冠動脈疾患合併患者の特徴と予後に関する前向き多施設観察研究

心不全入院患者の99mTc-MIBI検査によるミトコンドリア機能の評価

HDLに存在するmicroRNAによる、冠動脈疾患症例の予後への影響を検討する

ポドシンのエンドサイトーシスにおけるSNX9およびNPC2の役割

骨髄増殖性腫瘍の治療標的分子の探索

分化誘導療法におけるヒストンアセチル基転移酵素を中心とした分子基盤の解明

横隔膜ヘルニア症における横隔膜欠損の発症機序の解明と新規予防法を目指した基礎研
究

肺切除後肺静脈断端の血栓形成に関する前向き観察研究

Cdc42特異的活性抑制剤ML141は神経膠芽腫に対して抗腫瘍効果を発揮するか

肉腫患者における免疫モニタリング

インスリン抵抗性異常を基盤とした子宮内膜脱落膜化不全と産科合併症の発症機序の解
明

収束イオンビーム走査型電子顕微鏡による外有毛細胞損傷における初期構造変化の解明

アデノ随伴ウイルスの内耳局所投与による前庭器官を標的とした遺伝子治療法開発

非症候群性難聴DFN3の蝸牛ギャップ結合を標的とした幹細胞治療法の開発

胎児聴覚スクリーニング検査の試み

ミトコンドリア自家蛍光を利用した角膜内皮機能評価の機器開発

家族性拡張型心筋症モデルにおける運動療法および薬物とのハイブリッド療法の確立

脳卒中片麻痺に対する随意筋活動トリガー反復経頭蓋磁気刺激の効果の検討

運動中の筋糖取り込み率を中心とした運動抵抗性メカニズムの解明

運動強度差がインスリン抵抗性と異所性脂肪に及ぼす影響についての検証

損傷や負荷に伴う深部筋腱の粘弾性変化を定量評価可能なMRエラストグラフィの開発

抗酸化能、DNA修復能、DNA変異量の解析による胃がん発生の新規リスク因子の同定

遺伝子制御部位に注目した高悪性度紡錘形細胞肉腫の遺伝子発現解析と新規治療法開
発

乳癌内線維芽細胞におけるRunx3の機能解析

トリプルネガティブ乳癌におけるEGFRを標的とした抗体薬物複合体の可能性

NETCAGEによる婦人科癌のエンハンサーに特化した転写制御領域地図の作成

乳癌転移性脳腫瘍モデルに対する間葉系幹細胞を用いた腫瘍溶解性ウイルス投与法の
開発

血中alpha-synucleinの解析で明らかになる病態特異的な伝播メカニズム

食事摂取量と寒気の程度を用いた菌血症診断予測による抗菌薬適正使用への介入

パーキンソン病発症メカニズムにおけるリソソーム病の新たな病態関与の探索

脳梗塞後慢性期における新規治療としてのグリア細胞由来エクソソームの検討

パーキンソン病はリソソーム病か？大規模臨床的・遺伝学的アプローチ



笠貫 浩史 精神医学講座 1,000,000 補

萩原 彰文 放射線診断学講座 500,000 補

藤田 翔平 放射線診断学講座 700,000 補

井上 達也 浦安・放射線治療学講座 500,000 補

鎌形 康司 放射線診断学講座 1,100,000 補

山城 雄貴 放射線診断学講座 100,000 補

山崎 晋 小児科学講座 1,400,000 補

中野 聡 小児科学講座 1,200,000 補

池田 奈帆 小児科学講座 1,100,000 補

馬場 洋介 静岡・小児科学講座 1,000,000 補

赤澤 陽一 消化器内科学講座 2,200,000 補

深田 浩大 消化器内科学講座 1,800,000 補

岡野 裕子 循環器内科学講座 1,300,000 補

遠藤 大介 心臓血管外科学講座 600,000 補

上木 裕介 循環器内科学講座 1,000,000 補

小山 良 練馬・呼吸器内科学講座 1,600,000 補

朝尾 哲彦 呼吸器内科学講座 1,100,000 補

難波 由喜子 浦安・呼吸器内科学講座 1,600,000 補

藤本 雄一 呼吸器内科学講座 1,600,000 補

若林 啓一 静岡・腎臓内科学講座 1,400,000 補

石坂 匡則 練馬・腎臓内科学講座 1,600,000 補

吉原 渚 皮膚科学講座 900,000 補

枝廣 陽子 血液学講座 1,200,000 補

内田 志野 消化器内科学講座 1,000,000 補

本田 大介 浦安・腎臓内科学講座 1,100,000 補

三浦 正樹 代謝内分泌学講座 1,200,000 補

片平 雄大 練馬・代謝内分泌学講座 1,200,000 補

宗像 慎也 消化器外科学講座(下部消化管) 1,300,000 補

塩澤 知之 静岡・循環器内科学講座 900,000 補

若月 寿子 小児科学講座 1,000,000 補

安藤 えりか 形成外科学講座 500,000 補

河内山 宰 麻酔科学・ペインクリニック講座 700,000 補

齋藤 貴幸 高齢者・麻酔科学・ペイン講座 600,000 補

濱岡 早枝子 麻酔科学・ペインクリニック講座 1,400,000 補

苅部 綾香 形成外科学講座 1,000,000 補

本間 康弘 整形外科学講座 1,300,000 補

小池 正人 高齢者・整形外科学講座 1,600,000 補

河野 春奈 泌尿器科学講座 1,400,000 補

平山 貴士 産婦人科学講座 1,500,000 補

沖崎 貴子 高齢者・耳鼻咽喉科学講座 1,400,000 補

浅田 洋輔 眼科学講座 1,500,000 補

松井 千裕 形成外科学講座 1,000,000 補

遠藤 周 小児科学講座 1,100,000 補
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レビー小体病に由来する老年期精神障害に関する18F-FDG PET所見の検討

新規Multi-Parametric定量MRIの開発とてんかん焦点検出への応用

脳微細構造を多角的に定量する次世代MRIによる多発性硬化症の新規診断法の構築

深層radiomicsを適用した放射線治療の予後予測モデルの開発

マルチモーダルイメージングによるパーキンソン病新規診断法の開発

D1-Law.com(第一法規)を用いた放射線関連医療訴訟についての検討

アレルギー疾患発症に対する新生児期のヒストン脱アセチル化酵素阻害能の影響の解明

胆汁酸再吸収阻害薬を用いた子宮内発育遅延由来の非アルコール性脂肪性肝疾患予防
研究

新生児低温療法施行児におけるプロバイオティクス使用の有用性に関する検討

食物アレルギーの免疫寛容に関与する特異的分子発現の免疫学的および遺伝子学的解
析

Helicobacter pylori未感染胃癌における腫瘍発生機構の解明

脂肪肝炎関連疾患の病態形成における好中球細胞外トラップ(NETs)の役割

超常磁性酸化鉄ナノ粒子を用いた冠動脈CTによる新しい不安定プラーク同定法の確立

Marshall靭帯切離と左心耳切除による心房細動、脳梗塞に対する予防効果

肺高血圧症とパラトルモンの関連性についての検討

肺線維症肺線維芽細胞の機能解析から新規抗線維化薬創薬への展開

がん精巣抗原POTEの腫瘍免疫における役割の解明と免疫療法への応用

肺癌関連線維芽細胞の制御因子の解明から標的治療への展開

高感度循環腫瘍細胞検出法：テロメスキャン法を用いた肺癌臨床マーカーの検討

慢性腎臓病患者におけるサルコペニア/フレイルの発症因子としてのADMA

腎疾患における腸内細菌叢の解析および腸内細菌をターゲットとした新規治療開発の試
み

皮膚疾患におけるオートファジーの役割の解明

iPS細胞を用いたインターフェロンの腫瘍幹細胞に対する抗腫瘍作用機序の解明

黄色ぶどう球菌毒素は経皮感作による食物アレルギーに関与するか。

遺伝性血管性浮腫におけるブラジキニン分解酵素活性の解析により病態解明を目指す研
究

糖尿病再生医療に向けたα-to-β reprogrammingの効率化

新規レポーターマウスを用いた腸管L細胞新生機構の解明

線溶系からみた大腸癌と炎症の関連性の解明

心房細動発症におけるＤＨＡの役割～リン脂質組成に着目した検討～

心室内圧較差測定を用いた抗癌剤による心毒性の評価

慢性虚血性疼痛に関わる神経可塑性の分子機構解明と疼痛軽減治療への応用

静脈麻酔薬がもたらす抗炎症効果の分子機構の解明

マイクログリアの炎症収束機構を応用した神経障害性疼痛治療法の解明

VR(virtual reality)の慢性神経障害性疼痛への効果と作用機序解明

プロテオーム解析を用いた慢性虚血性疼痛の機序解明と患者病態に沿った動物モデル確
立

AIと周波数分析によるセメントレス人工股関節挿入巧打音の特性解析

早期・末期変形性関節症における関節マーカーとしてのSOD活性の生物学的意義

遺伝性腎疾患における遺伝子変異と病態の解析

リンパ節郭清前後のリンパ管機能から考えるリンパ浮腫予防法の樹立

細胞外DNAトラップ好酸球細胞死は好酸球性副鼻腔炎のムチン分泌と上皮障害増強

慢性重症アレルギー性結膜炎におけるIL-25とiILC2の機能解析

健常人と糖尿病患者の脂肪組織由来幹細胞の外因性刺激効果検証と創傷治療応用の検
討

反転評価を用いた医療プロフェッショナリズム教育プログラムの開発



尾関 理恵 乳腺腫瘍学講座 800,000 補

渡辺 基子 院・臨床遺伝学 1,000,000 補

隈丸 加奈子 放射線診断学講座 900,000 補

高倉 朋和 高齢者・ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医学研究室 100,000 補

山下 由莉 院・老化・疾患生体制御学 1,100,000 補

森 聡生 神経学講座 1,900,000 補

本間 裕一郎 呼吸器内科学講座 1,600,000 補

伊藤 智彰 静岡・消化器外科学講座(上部) 1,400,000 補

岡澤 裕 消化器外科学講座(下部消化管) 1,000,000 補

高木 陽 呼吸器内科学講座 1,800,000 補

金城 智也 精神医学講座 1,700,000 補

菊田 潤子 放射線診断学講座 900,000 補

佐藤 香菜子 放射線診断学講座 900,000 補

米山 俊之 浦安・小児科学講座 1,200,000 補

神保 圭佑 小児科学講座 1,700,000 補

細井 賢二 小児科学講座 1,100,000 補

石塚 敬 練馬・消化器内科学講座 1,100,000 補

中寺 英介 消化器内科学講座 1,200,000 補

磯 武史 小児科学講座 1,600,000 補

堤 建男 浦安・呼吸器内科学講座 1,700,000 補

金丸 良太 高齢者・呼吸器内科学講座 1,600,000 補

栗山 祥子 呼吸器内科学講座 2,900,000 補

牧田 侑子 腎臓内科学講座 1,200,000 補

狩野 俊樹 腎臓内科学講座 1,700,000 補

毎熊 政行 腎臓内科学講座 1,200,000 補

村山 豪 膠原病内科学講座 1,500,000 補

飯田 雅 代謝内分泌学講座 900,000 補

門脇 聡 代謝内分泌学講座 2,200,000 補

武田 昌寛 小児外科学講座 1,500,000 補

魚森 俊喬 乳腺腫瘍学講座 1,400,000 補

水越 幸輔 消化器外科学講座(下部消化管) 900,000 補

福田 征孝 麻酔科学・ペインクリニック講座 600,000 補

三島 健太郎 練馬・救急・災害医学研究室 1,500,000 補

加藤 理紗 練馬・救急・災害医学研究室 1,200,000 補

秋葉 ちひろ 高齢者・脳神経外科学講座 1,200,000 補

塩澤 淳 整形外科学講座 1,400,000 補

佐藤 杏奈 産婦人科学講座 1,300,000 補

落合 阿沙子 産婦人科学講座 1,000,000 補

竹田 純 産婦人科学講座 1,800,000 補

大庭 亜由子 耳鼻咽喉科学講座 1,800,000 補

荒井 慎平 練馬・耳鼻咽喉科学講座 1,700,000 補

中村 真浩 浦安・耳鼻咽喉科学講座 1,300,000 補

春日 俊光 練馬・眼科学講座 1,100,000 補
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循環器外来薬剤師による電子患者日誌を活用した服薬アドヒアランス向上を目指す研究

遺伝性疾患を有する子どもの親のコーテシー・スティグマに関する研究

人工知能を用いた画像検査ワークフロー改善戦略の構築

認知症に対する反復経頭蓋磁気刺激とコンピュータ認知リハビリテーションの併用効果

骨格筋ミトコンドリアを起点とした運動効果の伝播機構の解明

リン脂質代謝異常による神経変性を起こす機序の解明

肺癌関連線維芽細胞のTensin1を介する生理機能活性化機序の解明

尿中メチル化DNA検出による無侵襲的膵癌診断検査の樹立

患者大腸癌PDXを用いたオーダーメイド治療への架け橋

ペメトレキセドの腫瘍免疫応答誘導に関与する白血球プロファイリング解析

胎生期VPA曝露における出生仔ラットの中枢神経と末梢血のエピジェネティクス変化

AI画像診断支援システムの構築～重篤な救急頭部疾患を診断・予測する～

自由水抑制拡散MRIによる脊髄小脳変性症の病態解明と客観的評価・鑑別法の開発

ヒトの骨髄由来免疫抑制細胞に着目した食物アレルギーの機序解明に関する研究

小児潰瘍性大腸炎の早期診断における経会陰式超音波検査法に関する有効性の検討

小児炎症性腸疾患関連膵炎の遺伝子変異の同定およびその臨床像と治療戦略の解明

加齢における脂肪肝炎の増悪と骨格筋萎縮の病態メカニズム

加齢に伴うNKT・NK細胞による自然免疫制御の変化と脂肪性肝疾患の増悪機序の解明

1型糖尿病の心機能低下の早期発見と運動処方による改善の試み

肺動脈性肺高血圧症におけるペリオスチンを介した血管リモデリング進展機構の解析

特発性肺線維症の肺線維芽細胞に対する新規BET阻害剤の抗線維化作用の解明

肺高血圧症の血管炎症におけるMyl9を介したCD69陽性細胞進展機構の解明

糖鎖異常IgA1による補体活性化を介した糸球体障害の機序の解明

IgA腎症における粘膜免疫応答異常の解明

IgA血管炎の腎炎発症予測因子の確立

全身性エリテマトーデスにおけるインターフェロンα過剰産生メカニズムの解明

糖毒性・脂肪毒性による分泌顆粒内におけるプロインスリンプロセシング障害の解明

やせ閉経後女性の糖尿病リスク因子の検討

ヒルシュスプルング病有神経節腸管における神経及び免疫細胞の相互発生制御機構の検
証

乳癌内分泌療法中に発生する子宮体癌の特徴の解明

大腸癌転移形成ニッチにおける線維芽細胞の役割

水素ガスと吸入麻酔薬の併用が虚血時の神経細胞やグリアへ与える影響のメカニズム解
明

重症患者における体内マグネシウム管理の標準化

重症感染症患者におけるフェリチン値を指標とした栄養投与法の構築

加齢性認知機能障害に対する新規治療法の開発を目的とした糖蛋白LRGの機能解析

変形性膝関節症滑膜でのヒアルロン酸分解酵素発現と関節液中ヒアルロン酸分解解析

妊娠高血圧腎症に対するCOMT活性と塩分感受性高血圧の影響

慢性子宮内膜炎における子宮内サイトカイン異常と着床不全発症機序の解明

人工知能を用いた胎児心拍数陣痛図の分析に基づく急速遂娩のタイミングの決定

好酸球性副鼻腔炎の増悪因子におけるライノウイルス感染に関する分子メカニズムの探
索

ミトコンドリア遺伝子変異における難聴特異的iPSを用いた病態解明と新規創薬

鼻副鼻腔粘膜におけるバリア機能関連タンパクの増強因子の探索

線維柱帯へのペリオスチン沈着と眼圧上昇の関連



平形 寿彬 眼科学講座 2,000,000 補

飛田 美帆 形成外科学講座 1,000,000 補

秋山 理 脳神経外科学講座 1,100,000 補

宇井 睦人 緩和医療学研究室 2,400,000 補

小林 洋平 整形外科学講座 1,300,000 補

加藤 伸平 放射線診断学講座 1,000,000 補

関本 智子 神経学講座 1,400,000 補

堀内 裕紀 臨床検査医学講座 1,700,000 補

加藤 忠史 精神・行動科学 25,900,000 補

佐藤 栄人 神経学講座 1,900,000 補

西田 友哉 代謝内分泌学講座 1,100,000 補

服部 信孝 院・神経学 2,000,000 補

宮塚 健 代謝内分泌学講座 1,700,000 補

末原 義之 整形外科学講座 1,600,000 補

山高 篤行 小児外科学講座 2,500,000 補

神谷 和作 院・耳鼻咽喉科学 3,000,000 補

村上 康二 院・放射線診断学 300,000 補

山谷 琴子 臨床検査医学講座 700,000 補

石井 翠 整形外科学講座 1,200,000 補

白川 公亮 循環器内科学講座 1,100,000 補

鎌形 康司 放射線診断学講座 1,200,000 補

濱道 修生 神経学講座 480,000 補

西川 典子 神経学講座 900,000 補

猪俣 武範 眼科学講座 1,600,000 補

岡崎 由希子 代謝内分泌学講座 1,100,000 補 計 322件

(注) 1
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3
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オメガ３脂肪酸の加齢黄斑変性に対する抑制メカニズムの解明

糖尿病皮膚幹細胞による皮膚再生・破綻機構の解明

高齢者開頭術における側頭筋萎縮因子とそれがもたらす口腔機能の解明

緩和ケア対象患者とその"家族ケア"に関するVRトラベルの効能解明

多血小板血漿(PRP)オーダーメイド療法の確立に向けたPRPの質と効果の検討

Alzheimer病における早期イメージングバイオーマーカーの確立

医師-自宅にいるパーキンソン病患者間の双方向性三次元遠隔医療の有用性の検証

AI造血器疾患自動診断システムの構築

双極性障害・統合失調症のトランスオミックス・モデリングによる構成的理解

マイトファジー破綻によるミトコンドリア解析とパーキンソン病モデルの樹立

インスリン分泌顆粒分解の空間的・時間的評価と分子機構および病態生理学的意義の検
討

パーキンソン病マウスモデルにおける免疫チェックポイント分子PD-1の解析

高時間分解能レポーターマウスを用いたβ細胞不全の経時的解析

骨軟部腫瘍の「小胞体ストレス」機能解析に基づいた新規治療法開発

膀胱上皮オルガノイド移植腸を利用した新規膀胱拡大術開発の基礎検討

パーキンソン病の治療を目指した新規薬物封入型イムノリポソームの創製

パーキンソン病の不安特性と不安障害に対する認知行動療法の有効性

オミクス機械学習によるドライアイ微小環境における免疫細胞の可塑性・不均一性の解明

Activinによる糖代謝制御機構のメカニズムの解明

幹細胞ホーミング機構を用いた内耳への新たな再生医療技術の開発

ＩＶＩＭ－ＤＷＩを用いた慢性Ｂ型肝炎患者における炎症と線維化の関連性に関する研究

急性骨髄性白血病細胞が獲得するチロシンキナーゼ阻害剤耐性化機序の解明

Ｅｗｉｎｇ肉腫に対する ｉＰＳ細胞由来融合遺伝子特異的ＣＴＬ療法の開発

肥満と加齢が心筋梗塞後創傷治癒に与える影響の解明と免疫学的心不全治療法の開発

神経突起・神経炎症イメージングによるパーキンソン病の病態解明
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横山 美帆 循環器内科学
COVID-19パンデミック下での入院
中の心臓リハビリテーション -当院で
の自験例を含めて-

心臓リハビリテーション 2020

宮崎 哲朗 循環器内科学
【Ω3脂肪酸を再考する】 Ω3脂肪
酸の機能と代謝機構

Medical Science Digest 2020; 46:
134-136.

大内 翔平、宮崎
哲朗、島田 和典

循環器内科学
【特集／冠動脈疾患と抗血栓療法】
CCS患者の抗血栓療法

循環器内科 第88巻6号 科学評論社
（2020年12月発行）

島井 亮輔、宮﨑
哲朗

循環器内科学 脂質異常症 治療薬の使い分け
知りたい！薬の使い分け, Gノート
2020年12月号 羊土社

北條麻理子 , 永原
章仁.

消化器内科学
機能性ディスペプシア治療の最前
線.

日本消化器病学会雑誌 117(10), 866-
875, 2020.

阿部大樹 , 永原章
仁 , 浅岡大介 , et
al.

消化器内科学
TAVI治療によりangiodysplasiaによる
消化管出血の再発予防をし得た
Heyde症候群の1例.

日本消化器病学会雑誌 117(9), 802-810,

白田龍之介, 木暮
宏史, 中井陽介, et
al.

消化器内科学

抗血栓薬内服者に対する内視鏡的
乳頭大口径バルーン拡張術の安全
性の検討 多施設共同後ろ向き研
究(原著論文).

Gastroenterological Endoscopy, 2020;
62(3): 386-394.

濱田毅, 伊佐山浩
通, 中井陽介, et al.

消化器内科学

非切除中下部悪性胆道閉塞に対す
る逆流防止弁付き金属ステントと従
来型カバー付き金属ステントの多施
設共同無作為化比較試験(原著論
文).

Gastroenterological Endoscopy, 2020;
62(6): 724-733.

長田太郎,野村収,
荻原伸悟, et al.

消化器内科学
腸管外合併症に対するＧＭＡの有
効性.

日本アフェレシス学会雑誌39(2):100-107,2020.

服部浩一,高橋聡,
長田太郎,et al.

消化器内科学
【多機能な線維素溶解(線溶)系】線
溶系と炎症性疾患.

日本血栓止血学会誌 (0915-7441)31
巻4号 Page388-393(2020.08).

野村慧.芳賀慶一.
渡辺大地.et al.

消化器内科学
横行結腸に発生したinflammatory
fibroid polyp の1例.

Progress of Digestive
Endoscopy.96.1.159-160.(2020.06)

秋田直美,中村香代
子,森永美希,et al.

消化器内科学
アルコール多飲者に生じた肝内多
発高エコー結節の1例.

Rad Fan (1348-3498), 2020,18巻5号
Page65-68.

伊藤顕太郎,大久保
裕直,山形亘,et al.

消化器内科学

レンバチニブ投与中の二峰性の疲
労感に対してカルニチン補充療法
が有用であった進行肝細胞癌の1
例.

肝臓 (0451-4203), 2020,61巻12号
Page715-721.

山本桃子, 松本紘
平, 宇都宮尚典, et
al.

消化器内科学 胃底腺粘膜型胃癌の一例.
Progress of Digestive Endoscopy 
(1348-9844)98巻Suppl. Page
s116.(2020.12)

伊藤 顕太郎, 大久
保 裕直, 山形 亘,
et al.

消火器画像診断学
レンバチニブ投与中の二峰性の疲
労感に対してカルニチン補充療法
が有用であった進行肝細胞癌の1例

肝臓、2020，61巻12号 Page715-721

石井重登 消火器画像診断学
総胆管結石に対する内視鏡的マ
ネージメント : 乳頭処置のベストバラ
ンスを考える

胆と膵 41(12): 1441-1446, 2020.
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林田美江，和田洋
典，北口良晃，et al.

呼吸器内科学

難治性疾患政策研究事業難治性呼
吸器疾患・肺高血圧症に関する調
査研究班. リンパ脈管筋腫症に伴う
気胸の再発予防策として胸腔鏡下
全胸膜カバリング術は推奨されます
か?

日本呼吸器学会誌 9: 151-159, 2020

谷口ゆき乃, 塚原隆
伊, 安藤誠一郎, et
al.

膠原病内科学
多発肺結節影を発端として診断され
た著明な肺動脈病変を呈した高安
動脈炎の一例.

関東リウマチ, 2020;53:81-84

多田久里守, 林絵
利, 田村直人, et al.

膠原病内科学
脊椎関節炎-診療のABCから最新の
話題まで 体軸性脊椎関節炎 治療

日本脊椎関節炎学会誌, 2020;7(1):9-
18

内田 智之, 土岐 典
子, 岸田 侑也, et
al.

血液学
Ph陽性ALLに対する同種造血幹細
胞移植後のTKIによる維持療法.

臨床血液, 2020; 61 巻 1 号 p. 11-19

髙久智生. 血液学
TKI治療における心血管系有害事
象-個々のTKIにおける合併リスクと
そのマネジメントについて-.

臨床血液, 2020;

窪田直人, 下田誠
也, 本田佳子, et al.

代謝内分泌内科学
「食品交換表」編集委員会報告 ア
ンケート調査からみた「食品交換表」
の現状と課題.

糖尿病 2020;63(6):405-420.

山内敏正, 神谷英
紀, 宇都宮一典, et
al.

代謝内分泌内科学
糖尿病患者の栄養食事指導ーエネ
ルギー・炭水化物・タンパク質摂取
量と栄養食事指導ー.

糖尿病 2020;63(3):91-109.

上里忠好, 荻原健,
竹田省, et al.

代謝内分泌内科学
妊娠期のマウス膵島においてPDZ
binding kinaseはCyclin B1の発現増
強に関与する.

糖尿病と妊娠 2020;20(2):S-38-S-39.

柳瀬絵美子, 園田
純子, 木野孝一, et
al.

代謝内分泌内科学

2型糖尿病患者におけるレパグリニド
とSGLT2阻害剤との長期併用時の
安全性および有効性の検討 レパグ
リニド錠特定使用成績調査

Therapeutic Research 2020;41(4):267-
280.

臼井千恵 鮫島達
夫 土井永史

精神・行動科学 慢性疼痛に対するE C T 臨床精神薬理, 2020; 23 :1243-1248

中村美幸，川田裕
次郎，山口慎史，et
al.

精神・行動科学
大学生アスリ−トにおける学内健康
管理施設に対する認識

順天堂精神医学研究所紀要，2020;
136−152

高山 敏樹, 古田 晶
子, 戸田 愛子, et
al.

精神・行動科学

壮年期・中年期における自覚的な物
忘れの訴えの背景疾患について
当院における若年性認知症週末検
査入院の取り組み報告

精神科治療学,2020,35(10): 1131-
1138

鎌形 康司, 波田野
琢, アンディカ・クリ
スティナ , et al.

神経学
Subtype and Stage Inference解析に
よるパーキンソン病と進行性核上性
麻痺の萎縮進行パターンの評価

日本磁気共鳴医学会雑誌(0914-
9457)40巻1号 Page39-42(2020.02)

平澤（有川）恵理、
山下 由莉

神経学
遺伝子（ゲノム）医学・医療、研究の
推進を支援する遺伝子医学

メディカルドゥ、33号（復刊8号）Vol.10
No.3 2020年7月；P.98-100

長岡正範、大藤さゆ
り、金山和弘、et al.

神経学
介護者への危険な行為を繰り返した
脳梗塞症例の治療経験

JMDD 2020;30:7-14
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沖本忠義，安藤貴
志，佐々木誠人，et
al.

小児科学

わが国における薬剤耐性
Helicobacter pyloriの現状 2015～
2016年度耐性菌サーベイランスの
集計報告.

日本ヘリコバクター学会誌,
2020;21:142-145.

藤村友美，竹内一
朗，伊藤夏希，et al.

小児科学
ポリエチレングリコール製剤による小
児便秘症患児と養育者のQOL改善
効果.

日本小児科学会雑誌, 2020;124:1713-
1720．

松本主之，新井正
美，岩間達，et al.

小児科学
小児・成人のための若年性ポリポー
シス症候群診療ガイドライン(2020年
版).

遺伝性腫瘍, 2020;20:79-92.

水野克己，日下隆，
河井昌彦，et al.

小児科学
2019年度研修開始専攻医プログラ
ムに関するアンケート調査.

日本小児科学会雑誌, 2020;124:806-
809.

赤司 俊二，藤永 周
一郎.

小児科学

小児難治性夜尿症に対する
Vibegron投与の有用性と安全性の
検討 A retrospective observation
study.

夜尿症研究, 2020;25:27-34.

西野智彦，仲川真
由，藤永周一郎.

小児科学
頻回の夜尿症患児に対する初回三
者併用療法向こうの予測因子および
追加治療に対する検討.

夜尿症研究, 2020;25:35-40.

武井悠，小松充孝，
児玉祐一，本村良
知，et al.

小児科学
WS-2 おたふくかぜワクチン株は国
内株を使用すべきである (Cons).

小児科臨床, 2020;73:1207-1210.

馬場洋介，宮林和
紀，寒竹正人，et al.

小児科学
早産・低出生体重児の食物アレル
ギー発症に関する検討.

アレルギーの臨床, 2020;40:321-326.

櫻谷浩志，遠藤翔
太，宮野洋希，et al.

小児科学
腹膜透析は不登校を助長するの
か？.

日本小児PD・HD研究会雑誌,
2020;32:37-39.

富井祐治，梅田千
里，西野智彦，et al.

小児科学
難治性ステロイド依存性ネフローゼ
症候群に対するリツキシマブ投与後
の低IgG血症と感染症.

日本小児腎臓病学会雑誌,
2020;33:17-21.

陣内博之，豊田真
史，山本章人，et al.

小児科学
注射用メトロニダゾール製剤の採用
がメロペネムおよびタゾバクタム/ピ
ペラシリンの使用量に与える影響.

医療薬学誌, 2020;46:119-125.

遠山雄大，小松充
孝，田中悠平，et al.

小児科学
WS-2 抗インフルエンザ薬を基礎疾
患のない乳児のインフルエンザ患者
さんに投与するか否か (Cons).

小児科臨床, 2020;73:368-370.

羽根将之，馬場陽
介，石田翔二，et al.

小児科学
鶏卵摂取前に監査を認めた児の経
過に関する検討.

アレルギーの臨床, 2020;40:35-41.

丸山起三子，吉田
登，辻脇篤志，et al.

小児科学
発熱による脳卒中発作を反復したも
やもや病の1例.

小児内科, 2020;52:854-857.

松下理恵，長崎啓
祐，綾部匡之，et al.

小児科学

多発性内分泌腫瘍2型小児患者の
甲状腺髄様癌と医療状況について
日本小児内分泌学会全国調査から
みえた本邦における小児期予防的
甲状腺全摘術/極早期摘出の現状.

遺伝性腫瘍, 2020;20:117-123.
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峯 真司, 橋本 貴史,
 橋口 忠典, et al.

上部消化管外科学

【早わかり縫合・吻合のすべて】(4章)
術式別の
縫合・吻合法 食道 食道-回結腸
吻合

臨床外科,2020；75巻11号：121-123

峯 真司, 橋本 貴史,
 橋口 忠典, et al.

上部消化管外科学
食道胃接合部癌update】治療 下縦
隔郭清の手技と
胸腔内再建のコツ

外科,2020；82巻11号：1139-1143

峯 真司, 橋本 貴史,
 橋口 忠典, et al.

上部消化管外科学
消化器外科 手術アトラス 胸腔鏡
下食道切除術(図説)

消化器外科,2020；43巻7号：1063-1071

上山 浩也, 八尾 隆
史, 谷田貝 昴, et
al.

上部消化管外科学

【早期胃癌の範囲診断up to date】
早期胃癌の範囲診断-
範囲診断困難例とその臨床的対応
胃型の腺癌

 胃と腸,2020;55巻1号:67-82

竹村 信行, 齋浦 明
夫, 伊藤 橋司, et
al.

肝･胆･膵外科学

【肝胆膵外科におけるConversion
Surgery】非大腸癌・非神経内分泌
腫瘍肝転移(NCNNLM)に対する
Conversion Surgery 胃癌・GIST・乳
癌・泌尿生殖器系腫瘍肝転移の治
療戦略

手術,2020;74巻10号:Page1441-1449

吉岡 龍二, 市田 洋
文, 水野 智哉, et
al.

肝･胆･膵外科学
【膵頭十二指腸切除に必要な外科
解剖と手術手技】門脈合併切除を伴
う膵頭十二指腸切除

手術,2020;74巻7号:Page1013-1021

入江 彰一, 齋浦 明
夫

肝･胆･膵外科学
膵切除における術前術後シェーマ
の重要性について

日本消化器外科学会雑誌,2020;53巻2
号: Page181-188

川野 文裕, 三瀬 祥
弘, 水野 智哉, et
al.

肝･胆･膵外科学

【消化器外科手術の論点2020 誌
上ディベートと手術手技】肝胆膵外
科 解剖学的肝切除術における亜
区域描出法 門脈染色法の立場か
ら

手術,2020;74巻4号:Page576-582

川野 文裕, 齋浦 明
夫

肝･胆･膵外科学
【術前・術後管理必携2020】術後合
併症とその管理 消化器系 門脈・
脾静脈血栓症

消化器外科,2020;43巻5号:Page881-
885

皆川 雅明, 三瀬 祥
弘, 齋浦 明夫

肝･胆･膵外科学
【消化器外科におけるre-do手術】肝
胆膵 肝細胞癌切除後再発に対す
る再肝切除の意義

外科,2020;82巻2号:Page125-129

吉岡 龍二, 川野 文
裕, 行田 悠, et al.

肝･胆･膵外科学

【超"高難度手術!他臓器合併切除
術を極める】肝胆膵の拡大手術 血
管合併切除を伴う膵頭十二指腸切
除"

臨床外科,2020;75巻1号:Page62-69

Minagawa Masaaki,
Ichida Hirofumi,
Yoshioka Ryuji, et
al.

肝･胆･膵外科学

Pancreaticoduodenectomy with
reconstructing blood flow of the
gastric conduit after esophagectomy
with concomitant celiac axis
stenosis: a case report(和訳中)(英
語)

Surgical Case Reports,2020;6巻:Page1
of 9-9 of 9

Miyashita Mamiko,
Ono Yoshihiro,
Takamatsu
Manabu,et al.

肝･胆･膵外科学

胆管神経内分泌腫瘍の肝転移に対
する反復肝切除 1症例報告(Repeat
hepatectomy for liver metastases
from bile duct neuroendocrine
tumor: a case report)(英語)

Surgical Case Reports,2020;6巻:Page1
of 9-9 of 9
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Ueno Hideki,
Konishi Tsuyoshi,
Ishikawa Yuichi, et
al.

肝･胆･膵外科学

原発巣の組織学的所見は大腸癌肝転移
において疾患の解剖学的範囲とは無関
係に腫瘍学的転帰に影響する(Primary
Tumor Histology Affects Oncological
Outcomes Independently of the
Anatomical Extent of Disease in
Colorectal Liver Metastasis)(英語)

JMA Journal,2020;3巻3号:Page240-
250

Sakamoto Yuzuru,
Yoshio Sachiyo, Doi
Hiroyoshi, et al.

肝･胆･膵外科学

非アルコール性脂肪性肝疾患患者にお
ける肝マクロファージ活性化および高度
線維化の指標としての血清可溶型sialic
acid-binding immunoglobulin-like lectin-
7濃度(Serum soluble sialic acid-binding
immunoglobulin-like lectin-7
concentration as an indicator of liver
macrophage activation and advanced
fibrosis in patients with non-alcoholic
fatty liver disease)(英語)

Hepatology Research,2020;50巻4
号:Page466-477

山内 卓，夕部由規
謙，加治早苗，et al.

消化器・低侵襲外科学
私の工夫 Parietex ProGrip を用い
TAPP 法で修復した腹壁瘢痕ヘル
ニアの1 例

日本内視鏡外科学会雑誌（1344-
6703） 25（5）：418-423，2020年9月15
日

松井亮太，稲木紀
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特定細胞加工物および細胞増殖因
子を用いた注入療法の現状調査

日本美容外科学会会報, 2020; 42:
19-26

清水梓, 新行内芳
明, 平井春那, et al.

形成・再建外科学
鼻骨骨折徒手整復術における術中
超音波検査の有用性

日形会誌, 2020; 40: 643-647
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清水梓, 原田容治 形成・再建外科学
鼻骨骨折徒手整復術における術中
エコー検査の有用性と当院の現状

埼玉県医学会雑誌, 2020; 54: 508-
511

平塚義宗 眼科学
スマートサイトモデルの全国展開に
向けて

日本ロービジョン学会誌, 2020, 19;
40-43

土至田 宏, 松崎有
修, 東 千晶, et al.

眼科学
過去3年間に入院を要した角膜潰瘍
例の検討

臨眼, 2020; 74(7), 887-891

市川浩平, 太田俊
彦, 朝岡聖子, et al.

眼科学
新しい眼内レンズiMics1(MP70)の術
後早期成績

臨眼, 2020; 74(6), 713-720

岡本昌大, 坂西良
仁, 渡邉 慧, et al.

眼科学

高眼圧を呈し前房水PCR施行後に
サイトメガロウイルス角膜内皮炎・毛
様体炎と診断し線維柱帯切除後、
良好な眼圧コントロールを得た2症
例

眼臨紀, 2020, 13(3), 157-162

足立啓介, 根岸貴
志, 村上 晶

眼科学
外斜視を主訴に眼科受診して判明
した甲状腺機能異常の検討

眼臨紀, 2020; 13(2), 116-119

眞弓 京, 浅田洋
輔, 横山利幸

眼科学
マントル細胞リンパ腫の化学療法治
療中に眼窩内転移により圧迫性視
神経症をきたした1例

神経眼科, 2020, 37(3), 311-316

小岩千尋, 海老原
伸行, 原貴恵子, et
al.

眼科学
眼科受診を契機に確定診断に至っ
た再発性多発軟骨炎の1例.

眼科, 2020; 62(3), 291-296

足立 啓介, 根岸 貴
志, 村上 晶

眼科学
外斜視を主訴に眼科受診して判明
した甲状腺機能異常の検討

眼臨紀, 2020; 13(2), 116-119

野地悠太, 山口昌
大, 中谷 智, et al.

眼科学
20年以上経過観察できた膠様滴状
角膜ジストロフィの6症例

臨眼, 2020; 74(8), 971-976

二宮以信, 渡邉慧,
深瀬沙綾, et al.

眼科学
血液透析中に両眼の眼圧上昇をき
たした眼内レンズ縫着後眼の1症例

臨眼, 2020; 73(10): 1297-1302

木村芽以子, 坂西
良仁, 海老原伸行

眼科学
若年者にみられたフリクテン型マイ
ボーム腺炎角結膜上皮症の2例

眼科, 2020; 62(8): 809-814

金原左京, 坂西良
仁, 井上順治, et al.

眼科学
視神経症を認めたIgG4関連眼疾患
の2症例

日眼会誌, 2020; 124(8): 655-665

松島梨恵, 柳生夏
実, 廣瀬祐子, et al.

眼科学
視覚障害者手帳の助成に関する
ニーズの検討

日本ロービジョン学会誌, 2020; 19:
46-50

井上賢治, 平塚義
宗, 加藤 聡, et al.

眼科学
東京版スマートサイト「東京都ロービ
ジョンケアネットワーク」の作成

日本ロービジョン学会誌, 2020; 19:
88-93
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横田 淳一, 茂木 怜
美, 井下 綾子, et
al.

耳鼻咽喉科学
前庭性片頭痛症例におけるENG解
析

Equilibrium Research(0385-5716)79巻
1号 Page27-40(2020.02)

角田 篤信, 安齋 崇 耳鼻咽喉科学
中耳から耳下腺にダンベル型に存
在した顔面神経鞘腫の手術経験

Facial Nerve Research(0914-790X)39
巻 Page117-118(2020.03)

安齋 崇, 田島 勝利,
池田 勝久

耳鼻咽喉科学
3針マイクロニードルを使用したA型
ボツリヌス毒素局注療法

Facial Nerve Research(0914-790X)39
巻 Page73-74(2020.03)

田島 勝利, 檀崎 敬
子, 池田 勝久, et
al.

耳鼻咽喉科学
蝸牛ギャップ結合を指標とした加齢
性難聴の初期病態解析

耳鼻咽喉科ニューロサイエンス34巻
Page56-58(2020.06)

山口 舞子, 楠木 総
司, 平山 貴士, et
al.

産婦人科学
妊娠中に発見された子宮頸癌6例の
検討

関東連合産科婦人科学会誌 ，2020；
57巻（1）: 29-33

北村 絵里，山本 祐
華，板倉 敦夫

産婦人科学

胎児超音波検査にて先天性静脈管
欠損と大動脈弁異形成を疑われ、
新生児期にバルサルバ洞瘤と診断
された１例

超音波医学，2020；第47巻（4）：159−
163

小泉 朱里, 菊地 盤,
市山 卓彦, et al.

産婦人科学
Bio-Textureモデルを使用した腹腔
鏡下筋腫核出術のトレーニング~子
宮モデルの使用経験~

日本産科婦人科内視鏡学会雑誌,
2020; 36(1): 220-224

牧野 真太郎 産婦人科学
産科出血に関するトピックス 産科
領域でのフィブリノゲン製剤の今後

東海産科婦人科学会雑誌，2020；56:
23-27

秋葉 純也, 増田 彩
子, 羽根田 澄枝, et
al.

産婦人科学
11年前の帝王切開術により発生した
と考えられる子宮仮性動脈瘤の1例

東京産科婦人科学会会誌，2020；
69(3)：565-569

塚本 博幸, 濱村 憲
佑, 藤浦 陽子, et
al.

産婦人科学
閉経後に生じた腟静脈瘤に対し直
視下による硬化療法が奏効した1例

東京産科婦人科学会会誌， 2020；
69(2)：365-370

濱村 憲佑, 加藤 紀
子, 畠中 美穂, et
al.

産婦人科学
腫瘍破綻による腹腔内出血で発症
し進行卵巣癌に準じて治療した子宮
腺筋症原発類内膜癌の1例

東京産科婦人科学会会誌， 2020；
69(2)：240-245

加藤 真弓, 石黒 共
人, 平沼 賢悟, et
al.

産婦人科学
卵管間質部妊娠8例における卵巣
切除法の手術選択とその予後：当院
における後方視的検討

埼玉産科婦人科学会雑誌,2020年；50
巻(1号）:8-13

加藤 真弓, 石黒 共
人, 平沼 賢悟, et
al.

産婦人科学
臍部12㎜ポ-トサイト下の傍臍静脈
損傷により腹腔内出血を認めた2例

埼玉産科婦人科学会雑誌,2020年；50
巻(2号）:85-90

田中 温, 田中 あ
ず見

産婦人科学
日本における卵子提供のあり方につ
いての提言

日本受精着床学会雑誌, 2020 ; 37(2) :
280-290
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河合愛子, 山田恵
子, 濱岡早枝子, et
al.

麻酔科学

慢性疼痛患者分類として質問票スコ
アにクラスター分析を用いた手法と
国際疾病分類第11版（ICD–11）に
基づく分類の関連

Pain Res. 2020; 35(3): 141-153

尾堂 公彦, 川越 い
づみ, 佐藤 大三, et
al.

麻酔科学
食道悪性腫瘍手術後、加湿高流量
経鼻カニューレ療法が肺酸素化能
に与える影響

麻酔. 2020; 69(8): 865-867

馬場幸子, 山岡祐
衣, 溝口史剛, et al.

麻酔科学

子どもをたたくことについての質問
票：日本語版Attitude Toward
Spanking Questionnaire:（ATS)の開
発.

子どもの虐待とネグレクト. 2020;22(3):
358-363

水野 樹、飯島聡美 麻酔科学
合成ゴムポリクロロプレン製手術用
手袋ダーマプレンノーパウダーの熱
老化特性

オペナーシング. 2020；35(10)：1102-
1105

水野 樹 麻酔科学
合成ゴムポリクロロプレン製手術用
手袋の薄さが切断時伸びと切断時
引張力に与える影響

麻酔. 2020；69(4)：450-453

水野 樹、斎藤由美
子、斎藤安規

麻酔科学

慢性後頸部痛・背部痛・腰痛に対す
るウォーターベッド型マッサージ装
置を用いた水圧によるマッサージの
疼痛軽減効果

ペインクリニック. 2020；41(5):667-669

尾堂公彦、岡田尚
子、天野功二郎, et
al.

麻酔科学
当院における助産師・看護師の無痛
分娩実施に対する認識と課題

分娩と麻酔. 2020；102:1-7

和田哲郎,髙橋伸
二,後坊健太,et al.

麻酔科学
筑波大学附属病院における高難度
新規医療技術等評価院内制度の創
設と運用状況

医療の質・安全学会誌. 2020；15（3）：
227-233

小田峻,細田智美,
大平愼,et al.

麻酔科学
電子薬品保管管理システムの導入
による手術部薬品管理業務

日本病院薬剤師会雑誌. 2020；56（9）：
1008-1011

佐野 麻衣, 川上 剛
明, 長南 正佳, et
al.

臨床検査医学
自動抗酸菌染色装置「エアロスプ
レー7721」による染色性能の評価.

医学検査, 2020; 69(3): 329-334.

川上 剛明, 降田 喜
昭, 川上 美由紀, et
al.

臨床検査医学

化学発光免疫測定装置によるリコン
ビナントヒトエリスロポエチン製剤
(rHuEPO)投与患者の血中エリスロ
ポエチン濃度測定に関する検討.

日本検査血液学会雑誌, 2020; 21(1):
9-14.

斎田 瑞恵,森 博威,
福田 洋,et al.

総合診療科学
COVID-19 感染症診療における病
院総合診療医の役割

日本病院総合診療医学会雑誌,2020;
16 (臨時増刊号2):306-312

鈴木麻衣 総合診療科学 ASUISHIからカイゼンを発信する
医療安全レポート, 2020年12月号:
No.4 12-13.
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川上 剛明, 降田 喜
昭, 川上 美由紀, et
al.

総合診療科学

化学発光免疫測定装置によるリコン
ビナントヒトエリスロポエチン製剤
(rHuEPO)投与患者の血中エリスロ
ポエチン濃度測定に関する検討

日本検査血液学会雑誌 (1347-
2836),2020.02;21巻1号 Page9-14

根岸美葉,滝川久美
子,中村文子,et al.

総合診療科学
髄膜炎菌との鑑別に苦慮した播種
性淋菌感染症の１例

医学検査 ,2020;69: 677-682

宮上 泰樹 , 森 博威
, 内藤 俊夫

総合診療科学
特集 新型コロナウイルス流行下の
感染症診療

日本医事新報, 2020.12.19; (5043):18-
30

杉原 栄一郎, 野村
美加, 田澤 美香代,
et al.

総合診療科学
企業健診における COPD 質問票の
有用性

総合健診、2020年；47巻3号：446-451

金崎美代子、金崎
浩之、小林弘幸

病院管理学
原発性肺癌に関する医療訴訟の解
析

日本病院総合診療医学会雑誌; 16: 7-
14, 2020

岡本祐司、金崎浩
之、小林弘幸

病院管理学
整形外科領域における医療訴訟の
解析

日本病院総合診療医学会雑誌; 16:
328-338, 2020

井内健雄、金崎浩
之、小林弘幸

病院管理学 誤嚥事故に関する医療訴訟の解析
日本病院総合診療医学会雑誌;
16:346-353, 2020

中村伸理子、有賀
徹、賓金清博、et al.

病院管理学
大学病院の医療事故調査制度への
対応―本制度の10の課題

日医雑誌; 148: 2213-2218, 2020

高山 愛、宮田光
義、御筆千絵、et al.

病院管理学
温泉藻類RG92によるQOLの向上―
ヒト滑膜線維芽細胞における抗炎症
作用.

FRAGRANCE JOURNAL; 4:44-48,
2020

宮田光義、高山
愛、御筆千絵、et al.

病院管理学
スポーツ関節障害予防・改善におけ
る別府温泉藻類RG92の有用性

Sportsmedicine; 219：42-44, 2020

石原唯史，濱田洋
通，田中裕

救急・災害医学 重篤小児患者の診療実態と課題
日本小児科学会雑誌,2020; 24: 975-
981

石原唯史, 齊藤修，
谷口昌志，et al.

救急・災害医学
小児専門集中治療室における大規
模災害対策の紹介 重症小児患者
搬送網のハブ病院を目指して

日本小児救急医学会雑誌, 2020;19
:199-201

宇佐美 諒, 村田 健
介, 岡本 健, et al.

救急・災害医学
救急外来に常駐する救急救命士の
有用性

日本救急医学会関東地方会雑誌;
2020 年 41 巻 2 号 p. 253-256

海宝まゆ子，中沢武
司，樋口綾子，et al.

救急・災害医学

Acinetobacter属菌のパルスフィール
ドゲル電気泳動法とリアルタイムPCR
法，シカジーニアス分子疫学解析
POTキット（アシネトバクター属菌用）
を用いたタイピングの検討

日本臨床微生物学会雑誌；2020年30
巻1号 p.18-24
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吉川征一郎, 石崎陽
一, 福永正氣, 稲木紀
幸, 永仮邦彦, 吉本次
郎, 大内昌和, 嵩原一
裕, 東大輔, 小濱信太
郎, 野本潤, 水嶋章郎

緩和医療学
緩和手術症例における予後予測指
標の比較検討

日臨外会誌 81(7), 1219―1228, 2020.
（日本臨床外科学会雑誌 令和２年優
秀論文賞授賞）

三浦邦久、渡邊大
祐

緩和医療学
大規模イベントと医療体制 日常診
療体制の維持

日本医師会雑誌, 2020; 149巻1号:
237-240

三浦邦久、石原哲、
渡邊大祐

緩和医療学 熱中症の予防
医学のあゆみ, 2020; 274巻2号: 186-
190

奥野滋子 緩和医療学
この人生をどう終えるかー人生の終
末期における意思決定と死生観に
ついてー

死生学年報、2020：197-216

梅山遼, 山脇孝徳,
劉丹, et al.

歯科口腔外科学
β⁻TCP/RCPハイブリッド足場に搭
載する骨髄細胞の骨芽細胞分化培
養期間の最適化

第75回NPO法人日本口腔科学会学術
集会 2021年5月12日

真壁 寿 佐藤 和命 リハビリテーション医学
標準理学療法学 専門分野 臨床実
習とケーススタディ

パーキンソン病, 医学書院, 2020年,
p136-140

宮川 遥, 吉野 この
か, 吉田 司, et al.

リハビリテーション医学
右臼蓋骨破壊が進行する中、自宅
生活を継続した子宮体癌の1例.

順天堂保健医療学雑誌, 2020. 1: 23-
29

國枝 洋太, 荒川 千
晶, 仁王 進太郎, et
al.

リハビリテーション医学
認知症介護の負担軽減を目指した
多職種による短期集中講座の効果

日本認知症予防学会誌, 2020; 10(1):
10-16

國枝 洋太, 三木 啓
嗣, 石山 大介, et
al.

リハビリテーション医学

入院時National Institutes of Health
Stroke Scaleの下位項目による急性
期脳卒中患者の肺炎合併予測因子
の検討

日本保健科学学会誌, 2020; 22(4):
174-182

菊地 佑太, 横山 美
帆, 島田 和典, et
al.

リハビリテーション医学
開心術後患者の急性期心臓リハビリ
テーション経過の比較とその遅延要
因の検討

心臓リハビリテーション, 2020; 26(1):
121-127

濱田 洋子, 補永 薫,
武田 さより, et al.

リハビリテーション医学
右上肢片麻痺患者における普通箸
の実用的な使用に関与する要因

作業療法, 2020; 39(4): 426-432

渡辺基子, 高島響
子, 三宅秀彦

臨床遺伝学
Down症候群を有する子どもの父親
をテーマにしたシンポジウム開催報
告

日本遺伝カウンセリング学会誌, 2020;
41(3): 139-143

秋山理, 原田佳尚,
秋山巖, et al.

漢方先端臨床医学
頭部外傷による疼痛を伴う腫脹に対
する治打撲一方の治療効果

脳神経外科と漢方（Journal of
neurosurgery and kampo medicine）; 6,
12-17, 2020

当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断される主なも
のを記入すること。

記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に準じること。



(様式第 3)

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制

(1)倫理審査委員会の開催状況

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無

・ 手順書の主な内容

目的、用語の定義、委員会の構成、事務局業務の内容、研究者の審査申請の手順、研究実施中の

審査申請の手順、教育・研修の責務等

③ 倫理審査委員会の開催状況 年 11 回

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。

2 前年度の実績を記載すること。

(2)利益相反を管理するための措置

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の設置状況

有・無

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無

・ 規定の主な内容

目的、用語の定義、対象者、対象事象、委員会の構成・業務内容、申告・異議申立て、

啓発活動と公表 等

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の開催状況

年 36 回

(注）前年度の実績を記載すること。

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年 4 回

・研修の主な内容

① 2021年1月29日開催 テーマ：臨床研究ヒヤリハット 研究不正と不適合・有害事象 その対処

② 2021年2月26日開催 テーマ：臨床研究における倫理的諸問題とその対応 ～インフォームド



・コンセントと被験者の権利～

③ 2021年3月2日開催 テーマ：研究倫理指針はどう変わるか

④ 2021年3月12日開催 テーマ：産学連携における利益相反マネジメント

(注）前年度の実績を記載すること。



(様式第 4)

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

1 研修の内容

個人のキャリア形式に合わせ、様々な進路（下記参照）がある。

①学位

②学位、専門医

③学位、専門医、専門医

④学位、専門医、留学・その他

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。

2 研修の実績

上記研修を受けた医師数 135人

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。

3 研修統括者

研修統括者氏名 診 療 科 役 職 等 臨床経験年数 特 記 事 項

田村 直人 内科 教授 33年

清水 俊明 小児科 教授 38年

池田 志斈 皮膚科 教授 39年

加藤 忠史 精神科 教授 33年

坂本 一博 外科 教授 39年

石島 旨章 整形外科 教授 25年

板倉 敦夫 産科婦人科 教授 34年

村上 晶 眼科 教授 39年

松本 文彦 耳鼻咽喉・頭頸科 先任准教授 21年 教授事務事務取扱代行

堀江 重郎 泌尿器科 教授 35年

大石 英則 脳神経外科 教授 31年

桑鶴 良平 放射線科 教授 36年

林田 眞和 麻酔科・ペインクリニック 教授 40年

八尾 隆史 病理診断科 教授 34年

三井田 孝 臨床検査科 教授 37年

橋口 尚幸 救急科 教授 30年

水野 博司 形成外科 教授 30年

藤原 俊之 リハビリテーション科 教授 27年

内藤 俊夫 総合診療科 教授 26年

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。



(様式第 5)
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類

計画・現状の別 １．計画 ２．現状
管理責任者氏名 髙橋 和久
管理担当者氏名 各部署責任者(坂本,川﨑,堀,久保,小牧,岩﨑,米澤,藤本,近嵐,小川,吉野,荒

川,中村,菊地,福田)

保 管 場 所 管 理 方 法
診療に関
する諸記
録

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項

病院日誌 管理課 病院日誌については年
度別管理各科診療日誌 各部署

処方せん 薬剤部 紙媒体により、定められ
た期間保管

手術記録 診療録管理室（平成21
年5月以降は電子カルテ
システム内）

●2009年1月までは、マ
イクロフィルムで保管。
2009年2月以降は電子カ
ルテで保管
※同意書、承諾書などの
紙原本は、「5年保存」
に従い、2015年1月以降
のもの（ただし、2014
年1月～12月末までの分
で、2015年4月以降も当
院に通院中の患者のも
のは含む）のみ外部倉庫
で保管。但し、2018年6
月18日以降の紙文書は、
電子カルテにスキャン
取込された電子署名、タ
イムスタンプ付き電子
ファイルが原本となる
ため、元の紙文書は、念
のため1年間だけ外部倉
庫保管してから破棄し
ている
●院外への持ち出しは
禁止。但し、裁判等で病
院に対して提示が求め
られる場合に限り、院長
承認の上、許可されるこ
とがある

看護記録
検査所見記録
エックス線写真
紹介状
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三
項
に

掲
げ
る
事
項

従業者数を明らかにする帳簿 人事課 所属別、診療科別
高度の医療の提供の実績 医事課

高度の医療技術の開発及び評価
の実績

臨床研究・治験センター

高度の医療の研修の実績 臨床研修センター
閲覧実績 管理課
紹介患者に対する医療提供の実
績

地域医療連携室
医事課

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿

医事課
薬剤部



規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
に
掲
げ
る
事
項

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況

医療安全機能管理室 付則に基づき、年1回以上医
療安全管理委員会の議題と
して取り上げ、改正を検討
リスクマネジメント委員会
、医療安全管理委員会、危
機管理・職業倫理委員会、
医療機器安全管理委員会
全職員に年2回以上のセー
フティーレクチャーの受講
、e-learningの受講を義務
としている
昨年度に多く報告されたイ
ンシデント事例をリスクマ
ネジメント委員会にて検証
重大事例は医療安全管理委
員会にて検討

年1回FMEA分析を行い、改善

策を検討

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況

医療安全機能管理室

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況

医療安全機能管理室

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況

医療安全機能管理室

保 管 場 所 管 理 方 法

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

院内感染対策のための指針の策
定状況

感染対策室 院内感染対策マニュアル、ポ

ケットセーフティーマニュ

アル、学内HP、医療情報端末

IE

院内感染対策のための委員会の
開催状況

感染対策室 順天堂規約集規第平12-6

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況

感染対策室 年次ごとに実施

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況

感染対策室 感染対策委員会にて報告、

検討

血液培養ラウンド、感染症

ポケットマニュアル発行、

ICTラウンド、手指衛生遵守

率の測定

医薬品安全管理責任者の配置状
況

薬剤部課長
佐藤邦義

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況

薬剤部 年次ごとに実施

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況

薬剤部 手順書改訂時は医療安全管

理委員会にて承認後、電子

ファイルを医療情報端末と

学内ホームページへの掲載

業務の実施状況は医薬品安

全管理責任者に報告、一覧

表を一元管理

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況

薬剤部 学会・企業・行政・院内各

部署からの情報を薬剤部に

おいて収集・解析・一元管

理し、必要な情報を発信



医療機器安全管理責任者の配置
状況

臨床工学室技士長
中村 昭也

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況

臨床工学室 年次ごとに実施

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況

臨床工学室 年次ごとに計画、実施記録

を機器ごとに分類し保管

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況

臨床工学室 製造販売業者、厚生労働省、

PMDA、JCQHC等から情報を収

集分析し、通知文で周知



保 管 場 所 管 理 方 法
病院の管理
及び運営に
関する諸記
録

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項

医療安全管理責任者の配置状
況

医療安全機能管理室 医療安全管理指針に記載

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況

院内感染対策マニュアル、ポケ

ットセーフティーマニュアル、

の指針に記載

マニュアルを各部署に配

布

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況

薬剤部 電子媒体により、医薬品安

全管理責任者が管理

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況

医療安全機能管理室 コメディックス掲載

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況

診療録管理室 診療録管理に関する内

規に記載

医療安全管理部門の設置状況 医療安全機能管理室 医療安全管理指針に記載

高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況

高難度新規医療技術
・未承認新規医薬品
等管理対策室

高難度新規医療技術・

未承認新規医薬品等に

関する取扱要領に記載

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況

高難度新規医療技術
・未承認新規医薬品
等管理対策室

高難度新規医療技術・

未承認新規医薬品等に

関する取扱要領に記載

監査委員会の設置状況 医療安全機能管理室

入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況

医療安全機能管理室 医療安全管理指針に医療

安全機能管理室の役割を

明記

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況

医療安全機能管理室
感染対策室

一般社団法人日本私立医

科大学協会と相互ラウン

ドを実施

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況

サービス課

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況

医療安全機能管理室

職員研修の実施状況 医療安全機能管理室 講習会及びe-learningに

て実施

管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況

医療安全機能管理室 定期的に研修を受講し、受

講証を提出

管理者が有する権限に関する
状況

管理課

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況

内部監事室

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況

企画調査室

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。



(様式第 6)

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

計画・現状の別 １．計画 ２．現状

閲 覧 責 任 者 氏 名 髙橋 和久

閲 覧 担 当 者 氏 名 各部署責任者

(川﨑，堀，久保，米澤，藤本，近嵐，荒川，中村，菊地)

閲覧の求めに応じる場所 診療録管理室内の閲覧室 ※状況により会議室、応接室等

閲覧の手続の概要

診療録は「順天堂大学医学部附属の医療機関における診療情報提供に関する指針」「順天堂大学医

学部附属順天堂医院における診療録管理に関する内規」に基づき対応

(注)既に医療法施行規則第 9 条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

前 年 度 の 総 閲 覧 件 数 延 0 件

医 師 延 0 件

歯 科 医 師 延 0 件

国 延 0 件

地 方 公 共 団 体 延 0 件

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。



規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置

① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 有・無

・ 指針の主な内容：

1. 総則

2. 組織体制

3. 安全管理のための職員研修の実施

4. 医療安全の確保を目的とした改善のための方策

5. 医療事故発生時の対応方法

6. 医療従事者と患者およびその患者間との情報との共有

7. 患者相談窓口の設置

8. 安全な医療を提供するための院内規則・手順

9. 付則

② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況

設置の有無（ 有・無 ）

・ 開催状況：年 12 回

・ 活動の主な内容：

1. 全死亡事例および患者影響レベル3b以上の事例報告に関する事項

2. 医療事故等発生に係る対応および再発防止策の検討立案に関する事項

3. 医療事故防止対策の実施および職員への周知に関する事項

4. 再発防止策の実施状況の調査、必要に応じた方策の見直しに関する事項

5. 委員会構成員による方策の実施状況の調査、方策の見直しに関する事項

6. 医療安全管理指針の策定・見直し・改正に関する事項

7. 医療安全管理マニュアルの策定・見直し・改正に関する事項

8. 医療安全管理指針の職員への周知および医療安全管理に関する職員研修の

企画・立案に関する事項

9. 医療安全に関する順天堂医院長（以下「院長」という。）からの諮問事項

10. その他医療安全の推進のために患者への対応状況を含めた必要な事項

② 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 年 15 回

・研修の内容（すべて）：

【e-learning】

 医療安全基礎講習

1.医療安全について

2.感染対策の基本について

3.教職員の健康管理について

 期間限定講習①

4.事故発生時の対応について

5. COVID-19について

6.職員の健康管理について



 期間限定講習②

7.個人情報管理について

8.医薬品の安全使用について

9.医療機器の安全使用について

【集合研修】

1. リスクマネジメントについて

2. 接遇・マナーについて

3. インフォームド・コンセントについて

4. 診療録管理について

5. 職員・患者の安全について

6. 誤接続コネクタ導入について

7. 踵部の褥瘡について

8. 医療ガスの正しい取り扱い

9. 医療安全活動

10. LGBTQs

11. 医療事故調査制度

12. 防災・盗難発生防止

13. 医療放射線被ばくの管理

14. 医療倫理（高難度新規医療技術等への対応）

15. 医療倫理（未承認新規医薬品等への対応）

16. MRI実施時の注意点

17. カイゼンとQI
18. 臨床検査の注意点

④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施
状況

・医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ）

【報告対象】

 医療事故

 ヒヤリハット

【報告対象】

報告対象を体験または発見した職員は、その概要を24時間以内にインシデン

トレポートシステムを通じて医療安全管理部門に報告する。

【業務改善方法】

医療安全管理部門にて、全職員から報告されるインシデントレポートを収

・分析し、組織全体で継続的な業務改善に取り組む。

・その他の改善のための方策の主な内容：

 標準化・規則化等の推進

 医療安全活動の評価

 高難度新規医療技術・未承認新規医薬品等について

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置

① 院内感染対策のための指針の策定状況 有・無

・ 指針の主な内容：
1. 医療関連感染対策に関する基本的な考え方
2. 感染対策委員会の組織に関する基本的事項
3. 「専任の医療関連感染対策を行うもの」(あるいは医療関連感染管理者)の配置
4. 医療関連感染対策のための職員に対する研修に関する基本方針
5. 感染症の発生状況の報告に関する基本方針
6. 医療関連感染発生時の対応に関する基本方針
7. 患者等に対する当院の医療関連感染対策指針の閲覧に関する基本方針
8. その他医療関連感染対策の推進のために必要な基本方針

② 院内感染対策のための委員会の開催状況 年12回

・活動の主な内容：
1. 院内で発生した感染症の分布とその対応について、ガイドライン・マニュアルに従い感染対策室

からの現場指導のもとで有効性の確認や検証を実施
2. MRSA院内伝播数に応じた感染対策の実施と徹底を主体的に促すシステムを運営（MRSAレベルゼロ

システム）、感染対策の実施状況の報告やアウトブレイク発生対応の報告
3. 針刺し切創について、院内の届出の集計結果を基に改善策を検討
4. 滅菌室からの滅菌機・洗浄機の稼働状況、トラブル発生状況と原因および対策の報告を受け、必

要に応じて、改善策の検討を実施
5. ICTラウンドの実施状況の報告および改善策の検討
6. 医療関連感染サーベイランスの報告および改善策検討
7. 感染対策小委員会（抗菌薬委員会・リンクメンバー全体会）の活動状況報告
8. 栄養部、売店関係において、温度管理・管理点検が適切に実施されていることの報告

③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 年22回

・研修の内容（すべて）：
＜医療法第11条2項に基づく感染対策講習会の開催＞(年2回)

COVID-19について（概要、ユニバーサル・マスク・ポリシーの徹底、3密防止、体調不良時の対応
、手指衛生、環境整備など）、手袋とエプロン使用時の注意事項、シュアプラグの汚染除法、清
潔と不潔のゾーニングとワンウエイなど

＜その他の講習会＞
・基礎レクチャー「当院における感染対策の基本」（年1回）
・就任時オリエンテーションで感染対策の基本動作（年1回あるいは随時）
・コメディカルに対し、各々の職種の業務内容に合わせた基本的な感染対策（防護装備・鋭利物品の
取扱い、手指衛生）（随時）

・委託業者に対し、各々の職種の業務内容に合わせた基本的な感染対策（COVID-19の対応、適切な手
指衛生の手順、体調不良時の注意事項、ユニバーサル・マスク・ポリシーなど）（就任時、随時）

・実習生向けの感染対策の基本講習（年各1回・医学生1回、看護学生1回）
・CREってなんだろう？なぜ対策が必要なの？（※部署の業務改善を目的としたe-Learning）
・シュアプラグの二分割・二段階消毒（※部署の業務改善を目的としたe-Learning）

④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための
方策の状況

・病院における発生状況の報告等の整備 （ 有・無 ）
・その他の改善のための方策の主な内容：

1. 選択的MRSA保菌者のスクリーニング検査実施

2. 現場主導型のMRSA感染対策活動（レベルゼロシステム）



3. 手指衛生順守率向上に向けた取り組み

4. MDROサーベイランスとアウトブレイク対応

5. 医療関連感染サーベイランス（BSI・SSI・VAP・UTI）と改善の取り組み

6. 抗菌薬委員会と連携した抗菌薬処方の適正化活動

7. ICTラウンド（1回/週）で衛生的な環境の維持とガイドライン・マニュアルに沿った感染対策の実

施状況の確認

8. リンクメンバー全体会でのリンクメンバー教育およびリンクメンバーによる現場の教育・指導

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置

① 医薬品安全管理責任者の配置状況 有・無

② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 年 3回

・研修の主な内容：

・医薬品の安全使用（7月：新型コロナウイルス感染拡大防止の観点からeラーニングでの開催）
・薬物療法の基礎知識と実際（2020年7月、9月 集合研修で開催）

③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況

・手順書の作成 （ 有・無 ）
・手順書の内訳に基づく業務の主な内容：
1．医薬品の採用・購入に関する事項
2．医薬品の管理に関する事項（医薬品の保管・品質・供給などについて）
3．患者に対する医薬品の投薬指示から調剤・与薬や服薬指導に関する事項
4．医薬品の安全使用にかかわる情報の取扱い（収集・管理、提供）に関する事項
5．他施設（医療機関、薬局等）との連携に関する事項

④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況

・医薬品に係る情報の収集の整備 （ 有・無 ）
・未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）：
①FDAが承認しているCotellic錠とvemurafenib（ゼルボラフ錠）との併用療法で、BRAF V600またはV
600K変異を有する切除不能または転移性の悪性黒色腫（メラノーマ）患者の治療について、個人輸入
による治療を行うため今回申請された。
②FDAが承認している移植非適応の再発難治DLBCLに対してpolatuzumab vedotinとbendamustine（ト
レアキシン）＋rituximab（リツキサン）（BR療法）の併用療法を患者の希望により個人輸入による
治療を行うため今回申請された。

・その他の改善のための方策の主な内容：
1.医薬品情報の院内通知および学内メールにより情報を発信するとともに必要に応じ、医療情報端末

に掲示し、院内へ周知
2.副作用情報を収集し、副作用（有害事象）報告マニュアルに従い記録し、所属長・医薬品安全管理

責任者に報告、厚労省への報告の必要性の検討および報告、院内の医療スタッフに対し学内メール
、印刷物等により情報伝達し、情報の共有をはかる

3.業務手順書の定期的な見直し・薬剤部関連の各種マニュアルの改訂について、その承認手順を明確
とする

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置

① 医療機器安全管理責任者の配置状況 有・無

② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 年56回

・ 研修の主な内容：

1) 人工心肺装置・補助循環装置 3 回（ 13 名）
2) 人工呼吸器 6 回（ 119 名）
3) 血液浄化装置 14 回（ 186 名）
4) 除細動器 2 回（ 20 名）
5) 閉鎖式保育器 3 回（ 50 名）
6) 診療用高エネルギー発生装置 8 回（ 60 名）
7) 輸液ポンプ・シリンジポンプ 12 回（ 276 名）
8) その他の医療機器 8 回（ 276 名）

医療機器の有用性・安全性、使用方法、不具合が発生した場合の対応等について研修を実施。

③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況

・医療機器に係る計画の策定 （ 有・無 ）
・機器ごとの保守点検の主な内容：

1) 人工心肺装置・補助循環装置 3 台 4ヶ月ごと（自営および委託）
2) 補助循環装置 10 台 6ヶ月ごと（自営および委託）
3) 人工呼吸器 56 台 3ヶ月ごと（自営および委託）
4) 血液浄化装置 30 台 6ヶ月ごと（自営および委託）
5) 除細動器 65 台 6ヶ月ごと（自営および委託）
6) 閉鎖式保育器 18 台 6ヶ月ごと（自営および委託）
7) 診療用高エネルギー発生装置 3 台 3ヶ月ごと（委託）
8) 磁気共鳴画像診断装置 8 台 3ヶ月ごと（委託）
9) 全身麻酔器 32 台 6ヶ月ごと（自営および委託）
10)輸液ポンプ・シリンジポンプ 904 台 6ヶ月ごと（自営）

前年度に定期保守点検計画を作成し、点検記録と修理記録を電子媒体で保管している。

④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集
その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況

・医療機器に係る情報の収集の整備 （ 有・無 ）
・未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）：無し
・その他の改善のための方策の主な内容：

1) 製造販売業者、厚生労働省、PMDA（自動配信）等から収集した医療機器の安全性情報をリスク分
類し、リスクに応じて院内各部署に配信している。

2) 全職員を対象にした医療機器の安全使用についての研修会を、セーフティーレクチャー
（e-Learning）にて開催した。

3) 中途採用者、復職者を対象にした医療機器の安全使用についての研修会を、毎月 e-Learning
で開催した。

4) レーザー使用に関する安全管理を徹底するため、レーザー管理区域の表示、保護眼鏡の整備、使
用者の名簿登録および安全衛生研修をおこなった。

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況

① 医療安全管理責任者の配置状況 有・無

・責任者の資格（医師・歯科医師）

・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医

療機器安全管理責任者の統括状況

医療安全管理責任者は、医療安全管理委員会（医薬品・医療機器および医療放射線安全管理責任者出

席）およびSE対策委員会へ常時出席し、直接統括指示を行う。

医療安全管理部門は、医療安全管理責任者へ前週発生したインシデントレベル3b以上の全事例及び死

亡事例を週報として提出している。

医療安全管理責任者が委員を担う医療安全管理委員会において、以下部門より院内の安全に関する報

告を受けている。

 医療安全管理部門

 医薬品安全管理責任者

 医療機器安全管理責任者

 医療放射線安全管理責任者

② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 有（5名）・無

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況

医薬品安全管理委員会、医療安全管理委員会ならびに各安全管理者との連携により、医薬品に係る安

全管理のための実施体制を確保する。医薬品情報室を軸に院内の医薬品使用状況の確認、医薬品の安

全使用のために必要となる情報の収集、医薬品の安全確保を目的とした改善のための方策の実施状況

を薬事委員会、医療安全管理委員会で報告、必要に応じて医薬品安全管理委員会の議事内容を診療委

員会へ報告。

手順書の作成・研修会の実施・手順書に基づく業務の確認・情報収集、改善のための方策の策定

市販データベース、PMDA( 添付文書，インタビューフォーム) 、PMDA メディナビ、メーカー等からの

情報を収集、DI ニュース、順天堂薬報、 学内 HP により院内周知を図っている。

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況

2020 年度は高難度新規医療技術・未承認新規医薬品等管理対策室にある当該部門責任者（医薬品安全

管理責任者）により、諮問委員会である未承認新規医薬品等評価委員会 に審議を依頼した件数は 3

件であった。



1 件目

申請科：血液内科 医薬品名：Cotellic

申請目的：組織球肉腫

審議結果：承認

2 件目

申請科：血液内科 医薬品名：polatuzumab vedotin

申請目的：再発難治 DLBCL 患者に対する polatuzumab vedotin+rituximab+bendamustine の投与

審議結果：承認

3 件目

申請科：小児外科 医薬品名：Omegaven

申請目的：腸管不全関連肝機能障害の改善と体重増加

審議結果：承認

・担当者の指名の有無（有・無）

・担当者の所属・職種：

（所属：血液内科，職種 医師 ） （所属：心臓血管外科，職種 医師 ）

（所属：腎・高血圧内科，職種 医師 ） （所属：総合診療科，職種 医師 ）

（所属：小児・思春期科，職種 医師 ） （所属：皮膚科， 職種 医師 ）

（所属：麻酔科・ﾍﾟｲﾝｸﾘﾆｯｸ，職種 医師 ） （所属：放射線科， 職種 医師 ）

（所属：呼吸器内科，職種 医師 ）

（所属：医療安全機能管理室，職種 医師 ） （所属：医療安全機能管理室 職種 薬剤師）

（所属：医療安全機能管理室，職種 臨床工学技士）（所属：薬剤部，職種 薬剤師 ）

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無 （ 有・無 ）

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

：カルテ監査および診療録担当医によるピアレビューの結果報告を確認（月 1 回）し、実施結果を診

療へフィードバックしている。

インシデントレベル 3b以上の全事例および全死亡事例について IC の状況を確認（週 1回）し、実施

状況が不適切な事項について、責任者または医療安全管理部門より指導を行う。



⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容：

1. 監査方法

(1)入院分

年間約 28,000 人分の退院カルテに対して、量的監査は全件、質的監査は統計学的に算出した抽

出率（7%）に基づいて監査対象カルテを無作為抽出し、実施している。

(2)外来分

1 ヶ月あたり約 160 件(1 科平均 5 件)のカルテを抽出し、質的監査を実施している。

2. 指導

(1)監査結果のフィードバック

カルテ毎の監査チェックリスト、改善状況などの全体総括(レポート)、記載に関するワンポイ

ント資料を作成し、各診療科の診療録担当医（診療記録の部署責任者）へ毎月配布している。

2021 年度から、診療録担当医と診療情報管理士の連携を強化し、記載に関する問題点を解決し

ていくコンサル制度を新たに開始した。

※診療録担当医は、レポート、資料を活用し医局内への周知、指導を行う。

改善が進まない場合は、当室より病棟医長、医局長にも支援を要請している。

(2)e-Learning による教育

カルテ記載についての職員教育プログラムを開発している。特に記載状況の芳しくない共通項

目については、項目に特化した e-Learning を作成し、対象職種全員に受講を義務付けており、

未受講者は診療 IDの発給が停止される。

(3)院内周知

診療録管理委員会、QM連絡会、セーフティーレクチャー等の各種委員会での記載率や改善状況

の報告および記載ポイントの説明。また、電子カルテのトップページへの説明資料掲載や院内

通知で周知している。

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無

・所属職員：専従（7）名、専任（2）名、兼任（9）名

うち医師：専従（1）名、専任（2）名、兼任（6）名

うち薬剤師：専従（1）名、専任（ ）名、兼任（ ）名

うち看護師：専従（3）名、専任（ ）名、兼任（ ）名

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること

・活動の主な内容：

1. 医療安全管理委員会の円滑な運営に関すること

・ 医療安全管理委員会に対する議題の提案

・ 医療安全管理委員会の資料作成、議事録作成等の庶務

2. 医療事故発生時の対応に関すること

・ 診療録・看護記録等への記載状況についての確認・指導

・ 患者又はその家族への説明や診療内容等の対応状況についての確認・指導

・ 医療事故が発生した原因の究明

・ 諸関連機関へ報告するとともに SE対策委員会等での院内調査の実施

3. 医療安全管理に関する連絡調整

4. 医療の安全を確保するための改善方策に関すること



・ 「インシデントレポート」による情報の収集・分析

・ 医療事故予防対策、再発防止策の立案、実施、評価及び見直し

・ 安全な医療提供のためのガイドラインやマニュアルの策定

・ 患者・家族からの苦情・要望等の分析および医療安全管理への活用

5. 医療安全に資する診療内容のモニタリング

・ 入院患者の転倒・転落発生率

・ 75 歳以上の外来患者の転倒・転落発生率

・ 術後ケアプラン記載率

・ CT・MRI 画像レポート（パニック値・準緊急）既読ボタン押下率

・ 病理診断報告書開封ボタン押下率

6. 職員の医療安全への認識の調査・確認

7. 医療安全管理のための職員への教育・研修の企画・運営および院内広報等の企画・実施

8. 院内の死亡事例報告収集・分析

9. その他医療安全管理に関する業務

・医療安全の適正な実施に疑義が生じた場合等の情報に関する匿名での受付窓口

・高難度新規医療技術等を用いた医療に対する医療倫理小委員会での審議への参加

・未承認新規医薬品等を用いた医療に対する未承認新規医薬品等評価委員会での審議への参加

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（139 件）、及び許可件数（138 件）

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ）

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ）

・活動の主な内容：

高難度新規医療技術等を用いた医療を提供するにあたり、診療科からの申請書に基づき医療倫理

管理委員会にて審議の要否を決定し、評価委員会たる医療倫理小委員会にてその適応、安全性等

について審議を行う。なお、当院では医薬品の適応外使用についても当部門において審議を行って

いる。

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ）

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ）

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（3件）、及び許可件数（3件）

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ）



・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有・無 ）

・活動の主な内容：

未承認新規医薬品等を用いた医療の実施について、高難度新規医療技術・未承認新規医薬品等管理対

策室部門責任者（医薬品安全管理責任者）は諮問委員会である未承認新規医薬品等評価委員会に審議

を依頼し、その答申を踏まえ、院長の決裁を得たうえで申請診療科へ実施の可否について通知を行う。

実施を許可された診療科は治療実施後、治療結果を高難度新規医療技術・未承認新規医薬品等管理対

策室へ報告する。

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ）

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ）

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 462（うち死産 16）件

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 195 件

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容

死亡事例、管理者が定める基準（インシデントレベル 3b 以上の事例）は、医療安全管理部門より医

療安全管理委員会の委員へ全件メール配信している。委員より意見があり検討・見直しが必要な事例、

または、医療安全管理部門のミーティングにおいて委員会で検討すべきと判断された事例については

委員会で審議を行い、再発防止策を構築し再評価を行う。

医療安全管理委員会の委員に院長が含まれており、医療事故調査制度への報告対象の適否の判断も行

っている。

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況

・他の特定機能病院等への立入り

（ 有（病院名：東京女子医科大学病院、日本医科大学付属病院 ）・無）

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ

（ 有（病院名：東京女子医科大学病院、日本医科大学付属病院 ）・無）

・技術的助言の実施状況

概ね良好との評価であり、技術的助言はなし。



⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況

・体制の確保状況

窓口の名称：患者さん相談コーナー

設置年月日：平成 16 年 5 月 1 日

対応する職員：

【部署】サービス課

【職種・任数】看護師 5名(2 名～3名:曜日により)、事務職員 11名（計 16名）

⑫ 職員研修の実施状況

・研修の実施状況

1. 医療安全活動（2021年3月12日；第9条20の2第1項第1号）

2. 感染対策の基本について（2020年4月1日～3月31日：第9条20の2第1項第2号）

3. 医薬品の安全使用（2020年7月1日～9月30日；第9条20の2第1項第3号）

4. インフォームド・コンセントについて

（2020年10月21日、2021年1月29日；第9条20の2第1項第4号）

5. 診療録管理（2020年10月21日、2021年1月29日；第9条20の2第1項第5号）

6. 医療安全について、医療安全活動

（2020年4月1日～2021年3月31日、2021年3月12日；第9条20の2第1項第6号）

7. 医療倫理（高難度新規医療技術等への対応）（2021年2月3日；第9条20の2第1項第7号）

8. 医療倫理（未承認新規医薬品等への対応）（2021年2月3日；第9条20の2第1項第8号）

9. 医療安全について、医療安全活動

（2020年4月1日～2021年3月31日、2021年3月12日；第9条20の2第1項第9号）

10. 医療安全活動（2021年3月12日；第9条20の2第1項第10号・第11号）

11. 医療安全活動（2021年3月12日；第9条25第4号のホ）

12. 医療安全について（2020年4月1日～2021年3月31日；第9条25第4号のヘ）

13. 事故発生時の対応について、リスクマネジメント、カイゼンとQI

（2020年5月1日～6月30日、2020年10月6日、2021年2月5日；第9条25第4号のニ（3））

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること）

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況

・研修の実施状況

【管理者】

・特定機能病院管理者研修（2020 年 12 月 16 日 日本医療機能評価機構）

【医療安全管理責任者】（2021 年度から就任）



・特定機能病院管理者研修（2021 年 11 月 10 日受講予定 日本医療機能評価機構）

【医薬品安全管理責任者】

・特定機能病院管理者研修（2020 年 11 月 25 日 日本医療機能評価機構）

・医薬品安全管理責任者等講習会（2020 年 12 月 18 日 日本病院薬剤師会）

【医療機器安全管理責任者】

・特定機能病院管理者研修（2020 年 11 月 25 日 日本医療機能評価機構）

（注）前年度の実績を記載すること

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況

・第三者による評価の受審状況

2019.3 病院機能評価 一般病院 3（日本医療機能評価機構）

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況

当院のホームページ上で受審状況を掲載している。審査結果も閲覧可能となっている。

・評価を踏まえ講じた措置

① 説明書および同意書について、院内の統一フォーマットへの全面改訂を遂行した。

② 高難度新規医療技術・未承認新規医薬品等管理対策室内に医療倫理管理委員会および医療倫理

小委員会を設置し、長期・遠隔期のモニタリング、継続審議の要否、医薬品適応外使用の定義

について協議を行うフローを明確化した。

③ 病理診断最終報告書が作成後 1か月以上未読の場合、病理診断センターより検査依頼科へ未読

リストをメールで配信、およびメール配信後 1 ヶ月未読の場合は報告書を紙媒体で送付するこ

とで確認依頼するシステムを構築した。

④ 治療方針決定に臨床倫理的課題を有するものまたは患者生命予後に影響を与えるものであり、

新たに治療を中止または不開始とする事案について、検討する場として臨床倫理症例検討会お

よび主催組織として、臨床倫理コンサルティングチームを設置した。

（注）記載時点の状況を記載すること



規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準

管理者に必要な資質及び能力に関する基準

・ 基準の主な内容

(1) 医療安全確保のために必用な資質及び能力として、医療安全管理業務の経験及び医療安全を推

進する指導力を有する者

(2) 順天堂医院を管理運営する上で必要な資質及び能力を有し、組織管理運営経験を有する者

(3) 高度の医療を提供すること、高度の医療技術の開発および評価を行うこと、高度の医療に関す

る研修を行わせることなど、特定機能病院に求められる役割を十分理解し、その発展にリーダーシ

ップを発揮できる者

(4) 関係法令等を十分理解し、法令を遵守した病院運営を担える者

(5) 安心・安全な医療の提供と、安定的な収益確保とのバランスを考えた健全で全体最適な病院運

営を担える者

(6) 病院の社会的使命を十分理解し、その発展に努めることができる者

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ ○有・無 ）

・ 公表の方法

病院ホームページに掲載

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況

前年度における管理者の選考の実施の有無 有・無

・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ）

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ）

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ）

・ 公表の方法

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由

氏名 所属 委員長

（○を付す）

選定理由 特別の関

係

有・無

有・無

有・無

有・無



規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況

合議体の設置の有無 有・無

・合議体の主要な審議内容

病院運営の適正かつ効率的な運用効率的な運用を図るために必要な事項及び院長の提議事項につ

いて協議及び報告を行う。

・審議の概要の従業者への周知状況

診療委員会，管理会議，医局長会などで周知。また、通知文発行や学内専用HPへ掲載する。

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・公表の方法

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ）

合議体の委員名簿

氏名 委員長

（○を付す）

職種 役職

小川 秀興 医師 理事長

新井 一 医師 学長

服部 信孝 医師 医学部長

髙橋 和久 〇 医師 院長

村上 晶 医師 副院長

坂本 一博 医師 副院長

桑鶴 良平 医師 副院長

山路 健 医師 院長補佐

幅下 貞美 看護師 看護部長

荒川 隆太郎 薬剤師 薬剤部事務取扱

細谷 芳三 その他 総務局長

久保 昌也 その他 人事部長

米澤 和彦 その他 事務部長事務取扱

藤本 英雄 その他 管理課 課長補佐



規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況

管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限

・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）
・ 公表の方法

・ 規程の主な内容

①順天堂組織規則 ②順天堂医院病院運営協議会規程

③順天堂医院職務権限に関する要領 ④医学部臨床教授選考内規

⑤順天堂予算実行権限内規 ⑥順天堂事務組織規程

・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割

【職名】副院長
【役割】教育、医療安全、ゲノム・再生・先進医療

【職名】副院長
【役割】診療機械（外科系）医療材料、手術業務

【職名】副院長
【役割】診療機械（内科系）、医療情報、医療環境、診療機械

【職名】院長補佐
【役割】病診連携、広報、業務委託、医師の働き方改革、感染対策

・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況

病院運営協議会での副院長、院長補佐業務の報告、担当業務の監督、また、今後病院管理学の大学
院生向け（病院運営方法）の講義や医師会主催の講習会に参加予定



規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況

監査委員会の設置状況 有・無

監査委員会の開催状況：年 2 回

※ただし、2020 年度の開催においては、令和 2年 5 月 12 日事務連絡「新型コロナウイルス感染症

の影響に伴う医療法等において定期的に実施することが求められる業務等の取扱いについて」に

準じて、開催休止とした。

・活動の主な内容：

1. 委員会は、次に掲げる役割を担う。

(１) 病院の実施する医療安全に係る業務執行の状況に対する監査

(２) 監査結果の開設者および管理者への報告

2. 委員会は、監査の実施に際して、病院における医療安全管理責任者、医療安全管理部門、医療安

全管理委員会、医薬品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者などの業務の状況について管理

者などから報告を求め、または必要に応じて自ら確認を実施するものとする。

3. 委員会は、必要に応じ、開設者または管理者に対し、医療安全管理について是正措置を講ずるよ

う意見を述べる。

4. 審議された医療安全に係る業務状況、委員会での意見に基づき、改善策を講じる。

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ）

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ）

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ）

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・公表の方法：

病院ホームページに掲載

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注）

氏名 所属 委員長

（○を付す）

選定理由 利害関係 委員の要件

該当状況

尾﨑 治夫 東京都医師会

会長

〇 現医師会長とし

て厳正な監査が

実施できるため

有・無 医療に係る安

全管理に関す

る識見を有す

る者

浅田 真弓 （公社）日本精

神科病院協会

指定弁護士

病院管理学修士

修了者であり医

療に詳しい弁護

有・無 法律に関する

識見を有する

者



士であるため

村山 徹 早稲田大学客

員教授

東京都医師会の

診療情報 WG の委

員を経験してい

るため

有・無 医療を受ける

者その他の医

療従事者以外

の者

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。

1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）

3. その他



規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況

・体制の整備状況及び活動内容

業務監査及び会計監査を定期的に実施（書面審査及び実施監査）

・ 専門部署の設置の有無（ ○有・無 ）

・ 内部規程の整備の有無（ ○有・無 ）

・ 内部規程の公表の有無（ 有・○無 ）

・ 公表の方法



規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況

・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況

理事会開催の都度、病院運営協議会での協議項等、病院の適正な運用を図るための重要な事項が諮
られ、適正に監督がなされている。

・ 会議体の実施状況（ 年11回 ）

・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ ○有・無 ）（ 年11回 ）

・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・○無 ）

・ 公表の方法

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：

会議体の委員名簿

氏名 所属 委員長

（○を付す）

利害関係

有・無

有・無

有・無

有・無

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。



規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況

窓口の状況

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ）

・通報件数（年 4 件）

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ）

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ）

・周知の方法

全職員が義務付けられている医療安全に関する e-learning の受講

ポケットセーフティーマニュアル、医療事故（防止）対策マニュアルへ掲載

医療安全ラウンドにて周知


